
手作りのお雛さま
　　　　上手にできたよ！！
　　　　　　　　　( 大谷保育所にて )

手作りのお雛さま
　　　　上手にできたよ！！
　　　　　　　　　( 大谷保育所にて )

4

短期

短期

短期

平成２６年（２０１４）

６２５
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　依
存
財
源
　３

７
．７％

　　自

　
主
　
財
　
源

　６２．３％
歳　入

一
般
会
計
歳
入

（
村
の
収
入
）

一
般
会
計
歳
出

（
村
の
支
出
）

平成２６年度美浦村一般会計、特別会計、企業会計の７会計の予算が、村議会の３月定例会において
審議可決されました。総額で１０５億６，５３０万円となり、前年度に比べ５，０２２万円（０．５％）増の予算規
模となりました。

『人と自然が輝くまちＭＩＨＯ』をめざして

　

村
の
収
入
は
、
村
税
が
全
体

の
約
４５
･
８
％
を
占
め
、
他
に

各
種
交
付
金
、
村
債
等
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

村
の
支
出
は
、
目
的
別
に
配

分
（
予
算
化
）
さ
れ
、
行
政
運
営
、

施
策
推
進
の
経
費
と
し
て
有
効

に
活
用
さ
れ
ま
す
。

一般会計予算　５３億１，２００万円

村
税
…
村
民
税
、
固
定
資
産
税

等
４
種
類
の
税
目
が
あ
り
ま
す
。

繰
入
金
…
特
別
会
計
お
よ
び
基

金
か
ら
繰
り
入
れ
る
お
金
で
す
。

諸
収
入
…
い
ず
れ
の
収
入
科
目

に
も
組
み
入
れ
る
こ
と
の
で
き

な
い
性
質
の
収
入
を
計
上
し
て

あ
り
ま
す
。

繰
越
金
…
平
成
２５
年
度
予
算
の

決
算
上
の
剰
余
金
を
推
定
し
て

計
上
し
て
あ
り
ま
す
。

地
方
交
付
税
…
地
方
公
共
団
体

の
自
主
性
を
損
な
わ
ず
に
地
方

財
源
の
つ
り
あ
い
を
図
る
た
め
、

国
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
で
す
。

普
通
交
付
税
並
び
に
特
別
交
付

税
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

村
債
…
村
が
公
共
施
設
の
整
備

や
財
源
不
足
に
対
応
す
る
た
め

に
借
入
れ
す
る
お
金
で
、
返
済

は
会
計
年
度
を
越
え
て
長
期
に

渡
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。

国
・
県
支
出
金
…
国
、
県
か
ら

特
定
の
事
業
経
費
と
し
て
負
担

金
や
補
助
金
等
の
名
称
で
交
付

さ
れ
る
お
金
で
す
。

地
方
消
費
税
交
付
金
…
地
方
消

費
税
の
1/2
に
相
当
す
る
額
を
市

町
村
の
人
口
、
従
業
者
数
に
よ

り
按
分
し
て
交
付
さ
れ
ま
す
。

民
生
費
…
一
定
水
準
の
生
活
と

安
定
し
た
社
会
生
活
を
保
障
す

る
の
に
必
要
な
経
費
で
、
福
祉

施
策
の
推
進
や
保
育
所
、
児
童

館
の
運
営
経
費
等
に
あ
て
ら
れ

ま
す
。

教
育
費
…
学
校
施
設
の
整
備
、

教
育
内
容
の
充
実
お
よ
び
公
民

館
活
動
、
社
会
体
育
関
係
の
事

業
の
た
め
に
あ
て
ら
れ
ま
す
。

総
務
費
…
行
政
推
進
を
行
う
た

め
の
全
般
的
な
事
務
経
費
、
村

施
設
等
の
維
持
管
理
費
、
選
挙

費
、
統
計
調
査
費
等
に
あ
て
ら

れ
ま
す
。

衛
生
費
…
健
康
で
衛
生
的
な
生

活
環
境
を
保
持
す
る
た
め
の
経

費
で
、
ゴ
ミ
処
理
お
よ
び
火
葬

場
運
営
や
各
種
住
民
健
診
等
、

み
な
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
の
た

め
に
あ
て
ら
れ
ま
す
。

公
債
費
…
こ
れ
ま
で
の
各
公
共

施
設
の
整
備
事
業
等
と
し
て
借

入
れ
し
た
お
金
の
元
利
償
還
金

が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

土
木
費
…
村
道
整
備
事
業
、
都

市
計
画
費
の
ほ
か
、
公
共
下
水

道
事
業
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金

が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

消
防
費
…
稲
敷
広
域
消
防
負
担

自主財源　３３億１，０１８万３千円
村の権限で調達することができ
る収入。自主財源の割合が高い
ことが本村の財政構造上の特徴
となっています。

依存財源　２０億１８１万７千円
国または県が関与する収入のこ
とです。

村民税　個人　　　８億６，６１８万７千円
　〃　　法人　　　　２億４２２万３千円
固定資産税　　　１２億２，２７１万３千円
軽自動車税　　　　　　３，７３８万９千円
村たばこ税　　　　　１億４６９万１千円

村税
　２４億３，５２０万３千円

（４５．８％）

繰入金
　４億７，２６０万２千円（８．９％）

諸収入
　１億５，１６２万５千円（２．９％）

その他（繰越金等）
　２億５，０７５万３千円（４．７％）

　５億７，０００万円（１０．７％）

　４億７，５３０万円（８．９％）

国庫支出金
　３億１，６９６万６千円（６．０％）

県支出金
　２億５，４５５万１千円（４．８％）

地方消費税交付金
　２億６００万円（３．９％）

地方譲与税
　１億円（１．９％）

その他（地方特例交付金等）
　７，９００万円（１．５％）

地方交付税

村債

3 広報みほ　平成２６年４月号

む ら の 家 計 簿む ら の 家 計 簿

平成２６年度予算概要

民生費
１６億１，７８９万７千円
（３０．５％）

教育費
８億５，６５６万４千円
（１６．１％）

総務費
６億８，４２２万１千円
（１２．９％）

衛生費
　５億５，２７２万６千円

（１０．４％）

土木費
　４億７９万５千円

（７．５％）

消防費
　３億２，７５６万５千円

（６．２％）

公債費
　４億４，８６１万８千円

（８．４％）

農林水産業費
２億８，２５０万６千円

（５．３％）

議会費
１億１，５３６万９千円

（２．２％）

その他
　商工費　２，０７３万６千円（０．４％）
　予備費　　　　　５００万円（０．１％）
　災害復旧費　　　３千円
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歳　出

１０５億円
む ら の 家 計 簿む ら の 家 計 簿む ら の 家 計 簿

平成２６年度 予算総額

平成２６年度予算概要平成２６年度予算概要

　一般会計当初予算は、国民健康保険特別会
計繰出金等の増額はありましたが、大谷小学
校・木原小学校空調設備整備工事やＬＥＤ街
路灯補修工事が完了したこと等により、前年
度比３．１％減となりました。
　特別会計は、国民健康保険特別会計で保険
給付費等の減額により４．７％減、農業集落排
水事業特別会計は公債費で公的資金補償金免
除繰上償還金を行ったこと等により３．０％減、
公共下水道事業特別会計は公共下水道事業基
金積立金の減額等により３７．４％減、介護保険
特別会計は保険給付費等の増額により０．２％
増、後期高齢者医療特別会計は後期高齢者医
療広域連合納付金が増額となったこと等によ
り３．３％増となりました。
　企業会計は、水道事業会計が１．６％増、事
業初年度の電気事業会計は総額７億２，９９０万円、
本年度は太陽光発電システム整備工事を行い、
年間売電収入１，９５０万円を見込んでいます。

※
地
方
消
費
税
の
税
率
引
き
上

げ
に
よ
る
増
収
分
に
つ
い
て
は
、

全
額
を
社
会
保
障
施
策
に
要
す

る
経
費
に
充
て
て
い
ま
す
。

地
方
譲
与
税
…
地
方
揮
発
油
税
、

自
動
車
重
量
税
等
か
ら
一
定
の

基
準
で
村
へ
譲
与
さ
れ
る
お
金

で
す
。

地
方
特
例
交
付
金
…
個
人
住
民

税
の
減
収
に
対
応
す
る
た
め
の

減
収
補
て
ん
特
例
交
付
金
が
あ

り
ま
す
。

そ
の
他
…
利
子
割
交
付
金
、
配

当
割
交
付
金
、
株
式
等
譲
渡
所

得
割
交
付
金
、
ゴ
ル
フ
場
利
用

税
交
付
金
、
自
動
車
取
得
税
交

付
金
、
交
通
安
全
対
策
特
別
交

付
金
、
分
担
金
及
び
負
担
金
、

使
用
料
及
び
手
数
料
、
財
産
収

入
、
寄
附
金
が
計
上
さ
れ
て
い

ま
す
。

金
が
中
心
で
、
そ
の
ほ
か
に
各

地
区
消
防
団
の
運
営
お
よ
び
施

設
、
器
具
の
整
備
等
に
あ
て
ら

れ
ま
す
。

農
林
水
産
業
費
…
産
地
確
立
推

進
事
業
を
始
め
と
す
る
農
業
振

興
対
策
費
、
農
業
基
盤
整
備
事

業
の
ほ
か
に
水
産
業
費
、
畜
産

業
費
等
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

議
会
費
…
村
議
会
活
動
、
運
営

経
費
お
よ
び
議
会
広
報
等
の
経

費
に
あ
て
ら
れ
ま
す
。

商
工
費
…
商
工
業
の
振
興
等
の

経
費
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
…
予
算
執
行
と
見
積
と

の
違
い
か
ら
生
じ
る
予
算
外
の

支
出
額
を
想
定
し
た
予
備
費
や
、

災
害
に
よ
っ
て
生
じ
た
被
害
の

復
旧
に
要
す
る
災
害
復
旧
費
が

計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

特別会計予算　３８億７，３４０万円

４．７％減

前年度比予　算　額

１９億６，７２０万円国 民 健 康 保 険

３．０％減１億６，９４０万円農業集落排水事業

３７．４％減７億８６０万円公共下水道事業

０．２％増９億１，５９０万円介 護 保 険

３．３％増１億１，２３０万円後期高齢者医療

企業会計予算　１３億７，９９０万円

５億９，０００万円

５億９，０００万円

３２０万円

６，０００万円

１．６％増

収益的

資本的

収入

収入

支出

支出

前年度比

水
道
事
業

６，３００万１千円

５，０４０万円

６億７，９５０万円

６億７，９５０万円

皆増

収益的

資本的

収入

収入

支出

支出

電
気
事
業

予　算　額

民生費
１６億１，７８９万７千円
（３０．５％）

民生費
１６億１，７８９万７千円
（３０．５％）

教育費
８億５，６５６万４千円
（１６．１％）

教育費
８億５，６５６万４千円
（１６．１％）

総務費
６億８，４２２万１千円
（１２．９％）

総務費
６億８，４２２万１千円
（１２．９％）

衛生費
　５億５，２７２万６千円

（１０．４％）

衛生費
　５億５，２７２万６千円

（１０．４％）

土木費
　４億７９万５千円

（７．５％）

土木費
　４億７９万５千円

（７．５％）

消防費
　３億２，７５６万５千円

（６．２％）

消防費
　３億２，７５６万５千円

（６．２％）

公債費
　４億４，８６１万８千円

（８．４％）

公債費
　４億４，８６１万８千円

（８．４％）

農林水産業費
２億８，２５０万６千円

（５．３％）

農林水産業費
２億８，２５０万６千円

（５．３％）

議会費
１億１，５３６万９千円

（２．２％）

議会費
１億１，５３６万９千円

（２．２％）

その他
　商工費　２，０７３万６千円（０．４％）
　予備費　　　　　５００万円（０．１％）
　災害復旧費　　　３千円

その他
　商工費　２，０７３万６千円（０．４％）
　予備費　　　　　５００万円（０．１％）
　災害復旧費　　　３千円
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7 活力ある村づくり

◇定住促進事業（継続）
◇都市計画事業（地区計画検討調査）（継続）

４８５万４千円
３２１万９千円

定住人口の増加を促進し、活
力ある村づくりを推進します。

美浦村では、住みよい豊かなまち「人と自然が輝くまち美浦」を目指し、“ともに生きる”共生のまち
づくりを施策の基本理念として、多様化するみなさんのニーズに応えられるよう積極的に事業の推進
に取り組んでいきます。

◇健康づくり保健予防の充実
　・健康診断事業（継続）
　・予防接種事業（継続）　
　・母子保健事業（保健指導・健康診査等）（継続）
　・任意予防接種事業（おたふくかぜ・こどもインフルエンザ等）（継続）
◇生涯学習とスポーツ、文化の振興
　・各種文化講座開催（継続）
　・美浦村産業フェスティバル補助（継続）
　・各種スポーツ教室、大会、村民体育祭事業（継続）

２，５２３万２千円
３，６６０万１千円
１，７０８万２千円
３７１万８千円

３１２万円
４０２万円

６５４万７千円

4 安全で快適な村づくり

◇村道整備事業（村道９路線、排水３箇所）
◇交通安全施設整備事業（継続）
◇チャイルドシート購入補助（継続）
◇稲敷地方広域市町村圏事務組合（消防）負担金（継続）
◇耐震改修促進事業（耐震診断士派遣）（継続）
◇災害対策事業（災害に強い情報連携システム運用保守委託等）
◇役場庁舎施設耐震改修事業（継続）
◇水道事業〔企業会計〕水道施設維持管理等（継続）

１億４，４０８万円
１９２万８千円

３０万円
２億９，４７６万１千円

　３７万８千円
８８２万３千円
２，８００万円

６億５，０００万円

5 地域産業の形成づくり

◇産地確立推進事業（継続）
◇県営余郷入地区かんがい排水事業（継続）
◇美浦村商工団体等補助（継続）
◇地域サポートクーポン事業費補助（継続）

６，１５２万円
５，４００万円
６７６万２千円
２８０万円

6 みんなが一体となって進める村づくり

◇議会だより発行（継続）
◇区長会制度（継続）
◇広報活動事業（継続）

７９万５千円
１，５４１万５千円

３２３万円

住民・企業と、行政・議会が
一体となった村づくりを進め
ます。

住民生活の安全性と利便性の
確保に努めます。

安定的な経済基盤を持った自
治体確立に向け、地域産業の
形成を目指します。

5 広報みほ　平成２６年４月号
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平成２６年度 主　 要　 施　 策

1 美しい村づくり

４２５万６千円
５１５万円

９８７万８千円

１億６，９４０万円

７億８６０万円
２億６，８３３万１千円
３，６３３万３千円
３，４６０万８千円

◇合併処理浄化槽設置整備事業（継続）
◇粗大ゴミ、不法投棄ゴミ収集事業（継続）
◇雑草刈取除去事業（継続）
◇農業集落排水事業〔特別会計〕
　・各地区集排施設維持管理等（継続）
◇公共下水道事業〔特別会計〕
　・管渠布設工事等（継続）
◇江戸崎地方衛生土木組合負担金（ゴミ収集焼却）
◇江戸崎地方衛生土木組合負担金（火葬斎場）
◇龍ケ崎地方衛生組合負担金（し尿処理）

2 子どもの健やかな成長を支える村づくり

２億９，２３１万円
３４６万９千円
５４０万５千円
５０４万円

５，０５２万７千円
３８５万６千円
８３１万４千円
９３１万６千円
１，２４０万４千円

１億９，３５５万８千円
３，６１２万９千円
９１７万３千円

◇児童手当（継続）
◇ファミリーサポート事業（継続）
◇子育て広場事業（継続）
◇少年のつばさ事業（継続）
◇ＩＣＴ運営事業（継続）
◇障がい児介助員配置事業（継続）
◇外国人英語指導助手派遣事業（継続）
◇県派遣学校教育指導主事の配置（継続）
◇ＴＴ配置事業（継続）
◇保育所運営事業（継続）
◇児童館運営事業（継続）
◇幼稚園就園奨励費補助金（継続）

3 長く生きがいを持って暮らせる村づくり

３，９４３万７千円
１億７，０７７万１千円

６９３万９千円
１００万円
２，２８０万円

１，４１１万３千円
５３３万５千円
１，１３６万８千円

８万８千円

◇社会福祉の充実
　・社会福祉協議会運営補助（継続）
　・障がい者総合支援給付事業（継続）
　・地域活動支援センター事業（継続）
　・医療手当（妊産婦）（継続）
　・医療手当（中学３年生まで）（継続）
◇高齢者福祉の充実
　・交通弱者対策事業（継続）
　・シルバー人材センター運営補助（継続）
　・老人施設入所措置事業（継続）
　・高齢者運転免許自主返納支援事業（継続）

潤いと安らぎを与えてくれる
自然を守り、住民が互いに気
持ちよく暮らせる環境を目指
して、本村の名にふさわしい
美しい村づくりを進めます。

未来を担う子どもを産み育て
ることに喜びを感じられる家
庭、職場、そして地域をつく
るために、子育ての輪を拡げ、
教育の質的向上を図ります。

住民一人ひとりが長く充実し
た人生を送れる様々な社会環
境の充実を図ります。
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題
ら

の

話
む

地域の話題をお待ちしています
（広報係☎８８５－０３４０内線２０５）

　

２
月
１９
日
、
現
在
整
備
中
の
上

新
田
木
原
線
バ
イ
パ
ス
の
う
ち
、

優
先
区
間
（
大
須
賀
津
〜
木
原
間

延
長
５
２
０
ｍ
）
が
開
通
し
、
現

地
で
安
全
祈
願
祭
が
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

安
全
祈
願
祭
に
は
、
中
島
村
長

の
他
、
地
元
関
係
者
と
し
て
県
議

会
議
員
葉
梨
衛
氏
、
稲
敷
警
察
署

長
、
茨
城
県
竜
ケ
崎
工
事
事
務
所

長
、
大
須
賀
津
地
区
区
長
、
浜
地

区
副
区
長
等
が
参
加
さ
れ
、
開
通

を
祝
う
と
と
も
に
交
通
安
全
を
祈

願
し
ま
し
た
。

　

完
成
し
た
区
間
は
道
幅
拡
張
と

歩
道
整
備
に
よ
り
、
利
便
性
・
安

全
性
が
大
き
く
向
上
し
ま
し
た
。

　２月１日・２日、牛久市女化運動広場において
「牛久Ｕ９少年サッカー大会」が開催されました。
　フリーダムＳ．Ｃ．は小学３年生と２年生の混合
チームで参加し、６戦全勝で優勝を飾りました。

　

２
月
７
日
、
日
本
中
央
競
馬
会
で
２
０
１

４
年
度
新
規
騎
手
免
許
試
験
合
格
者
７
名
の

発
表
が
行
わ
れ
、
そ
の
う
ち
４
名
が
新
た
に

美
浦
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
セ
ン
タ
ー
所
属
騎
手

と
な
り
ま
し
た
。

　

２
月
２７
日
に
は
美
浦
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
セ

ン
タ
ー
事
務
所
で
ム
チ
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、

田
辺
博
章
場
長
か
ら
一
人
ひ
と
り
に
ム
チ
が

手
渡
さ
れ
、
激
励
を
受
け
ま
し
た
。

　

厳
し
い
勝
負
の
世
界
で
の
今
後

の
活
躍
に
、
期
待
が
集
ま
り
ま
す
。

◎
新
規
騎
手
紹
介　

・
柴
田
未
崎
さ
ん

　
　
　
　

（
所
属
フ
リ
ー
）

・
木
幡
初
也
さ
ん

　
　
　
　

（
鹿
戸
雄
一
厩
舎
所
属
）

・
井
上
敏
樹
さ
ん

　
　
　
　

（
本
間　

忍
厩
舎
所
属
）

・
石
川
裕
紀
人
さ
ん

　
　
　
　

（
相
沢　

郁
厩
舎
所
属
）

《
順
不
同
》

《
順
不
同
》

フリーダムサッカークラブは、サッカー好き
の仲間を募集しています。（年中～小学４年生
まで）　　　　　 ☎０９０－４０７４－７７９９（中根）

　２月２３日、美浦中学校体育館で「２０１４美浦体操
フェスティバル」が開催されました。子ども達は
１年間の練習の成果を伸び伸びと精一杯披露し、
出演者・来場者等５２０人以上の観衆から盛大な拍
手をいただきました。

《４月は無料体験実施中》
◎体操部門　安中地区多目的研修集会施設：水曜日午
後３時～（幼児）・午後５時～（児童）　美浦中学校体
育館：月曜日午後５時～（児童＊トランポリン）
◎新体操部門　農林漁業者トレーニングセンター：木
曜日午後４時～（幼児）・午後５時～（児童）、土曜日
午前９時～（児童）　◇問合せ☎０８０－３７０３－７６８９（関）

※毎週開催

上
新
田
木
原
線

　
　
　

一
部
開
通

上
新
田
木
原
線

　
　
　

一
部
開
通

美浦体操フェスティバル開催美浦体操フェスティバル開催 牛久Ｕ９少年サッカー大会
でフリーダムＳ．Ｃ．が優勝！
牛久Ｕ９少年サッカー大会
でフリーダムＳ．Ｃ．が優勝！

美
浦
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で

　
　
　
　

新
人
ジ
ョ
ッ
キ
ー
鞭
贈
呈
式

美
浦
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で

　
　
　
　

新
人
ジ
ョ
ッ
キ
ー
鞭
贈
呈
式

子育て
ワンポイント

要予約発達相談（子育てや発達に関する相談）

ぴよぴよサロン＆プレママサロンでは、
毎月一度、保健師、助産師、栄養士さ
んによる個別の「育児相談（　）」を行
っています。（通常の自由遊びもあり）

開催時間内
出入り自由

予約必要なし

子育て支援センターからのご案内
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岡倉天心　生誕１５０周年・没後２００周年記念岡倉天心　生誕１５０周年・没後２００周年記念

　今回上映する「天心」は、急激な西洋化が進む明
治において、時代の波に翻弄されながらも新たな日
本の美を生みだそうと苦闘する岡倉天心とその弟子
である若き画家たち、横山大観・下村観山・菱田春
草・木村武山の葛藤、そして師弟愛を描いた作品で
す。皆様ぜひご覧ください。

▼主演：竹中直人（岡倉天心）・中村獅童（横山大観）
　　平山浩行（菱田春草）・木下ほうか（下村観山）他

　今回上映する「天心」は、急激な西洋化が進む明
治において、時代の波に翻弄されながらも新たな日
本の美を生みだそうと苦闘する岡倉天心とその弟子
である若き画家たち、横山大観・下村観山・菱田春
草・木村武山の葛藤、そして師弟愛を描いた作品で
す。皆様ぜひご覧ください。

▼主演：竹中直人（岡倉天心）・中村獅童（横山大観）
　　平山浩行（菱田春草）・木下ほうか（下村観山）他

主　催　美浦村・美浦村教育委員会　／　協　力　美浦村良い映画を見る会

※お車でお越しの際は美浦村中央公民館または美浦村役場駐車場をご利用ください。

映映映映映映画画画画画 天心天「天天心「天心「天心天天心「天心心」」」」」 会～会～会～映会映会映会映上映浦上映浦美浦美浦浦美～～美～美～美浦美 会会映浦浦上～美浦上映会～美浦上映会会映上浦美～美浦上映会～映画「天心」～美浦上映会～映画「天心」～美浦上映会～映画「天心」～美浦上映会～

※村芸術鑑賞事業により村が負担します。

《問合せ》美浦村中央公民館（☎０２９－８８５－４４５１）

《　日　時　》
５月９日（金）午後６時３０分から
　　　　　　（開場は午後６時）

《　会　場　》
美浦村中央公民館大ホール

無料《　入場料　》

み　

ほ　

文　

芸

三
月
の
俳
句
（
題　

当
季
雑
詠
）

（
五
十
音
順
）

被
災
乗
り
越
え
フ
ィ
ギ
ュ
ア
の
王
子
ソ
チ
で
咲
か
せ
た
金
の
花　
　

石
戸
葎
華

持
て
る
力
を
出
し
き
り
咲
い
た
選
手
み
ん
な
が
ソ
チ
の
花　
　
　
　

門
脇
悠
美

雪
の
下
か
ら
春
呼
ぶ
花
芽
寒
さ
こ
ら
え
た
福
寿
草　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
葉
子

縁
が
切
れ
ず
に
苦
悩
の
日
々
が
悪
女
み
た
い
な
花
粉
症　
　
　
　
　

高
橋
一
歩

愛
と
夢
と
で
溢
れ
た
頃
の
桃
の
節
句
に
写
る
亡
夫　
　
　
　
　
　
　

山
﨑
笑
子

じ
っ
と
春
待
ち
風
雪
耐
え
て
凛
と
早
咲
く
梅
の
花　
　
　
　
　
　

上
野
八
千
代

五
輪
真
央
ち
ゃ
ん
感
動
演
技
目
指
す
ア
ク
セ
ル
花
開
く　
　
　
　
　

沼
嵜
朋
香

霞
一
筋
桃
咲
く
野
辺
に
飾
り
た
い
よ
な
遠
筑
波　
　
　
　
　
　
　
　

飯
塚
筑
風

嬉
し
合
格
学
び
の
庭
は
恋
も
花
咲
き
春
麗　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
村
松
陽

メ
ダ
ル
な
く
て
も
や
る
だ
け
や
っ
た
胸
に
さ
わ
や
か
心
花　
　
　

小
薗
江
久
美

ス
タ
ッ
プ
細
胞
理
系
女
子
の
快
挙
夢
も
膨
ら
む
花
の
春　
　
　
　
　

本
橋
清
湖

雪
を
被
っ
た
道
路
の
脇
で
寒
い
中
で
も
咲
い
た
花　
　
　
　
　
　
　

磯
西
涼
香

桃
の
三
月
生
ま
る
る
吾
が
娘
会
え
ず
逝
く
父
む
ご
い
戦　
　
　
　

長
谷
川
悦
子

若
い
女
の
桃
色
吐
息
遠
い
想
い
出
恋
の
日
　々
　
　
　
　
　
　
　
　

田
島
草
実

桃
の
う
す
皮
静
か
に
む
い
て
ガ
ブ
ッ
と
ゆ
き
た
い
み
つ
の
味　
　
　

木
村
幸
子

八
重
の
花
び
ら
薄
桃
色
の
梅
花
名
楊
貴
妃
晩
花
咲
き　
　
　
　
　
　

渡
辺
希
代

桃
の
香
り
の
湯
け
む
り
浴
び
て
顔
は
ほ
ん
の
り
五
十
代　
　
　
　
　

塚
本
夏
雲

師
の
朱
筆
今
や
遺
筆
に
春
の
雨　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
野
安
佐
子

傷
つ
き
し
空
に
ほ
っ
こ
り
春
の
星　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
毛
恵
美
子

土
筆
ン
坊
薄
紅
の
茎
並
び
を
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
八
千
帆

手
入
れ
せ
し
松
に
烈
し
く
春
の
雪　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
野
洋
子

春
風
に
乗
せ
て
見
た
い
な
肩
の
荷
を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
澤
は
し
め

孫
男
の
子
生
ま
れ
雛
は
箱
の
ま
ま　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
柳
幸
子

氷
上
の
舞
ひ
に
涙
の
ソ
チ
五
輪　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
島
早
苗

思
ひ
出
は
娘
の
燥
声
雛
飾
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
島
輝
子

悲
し
み
は
ぽ
つ
り
ぽ
つ
ぽ
つ
蕗
の
た
う　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
葉
よ
し
ゐ

春
の
花
仮
名
文
字
多
し
苗
の
店　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本
秀
子

日
脚
伸
ぶ
さ
ら
に
丸
き
背
夫
の
影　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
崎
き
み
枝

強
風
に
散
り
し
菜
花
の
黄
絨
毯　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

矢
原
は
つ
い

正
調
俚
謡　

日
和
吟
社　

題
「
桃
・
花｣

一
字
以
上
詠
み
込
み
有
季
無
季
随
意

つ　

ま

り　

け　

  

じ
ょ

う　

め　

な

し
ゅ 

ひ
つ

は
げ

お

こ

ふ
き

つ
ま

な  

ば  

な

き  

じ
ゅ
う
た
ん

は
し
ゃ
ぐ ひ

い
な

お
た
ふ
く
か
ぜ
予
防
接
種
の

費
用
を
一
部
助
成
し
ま
す
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平
成
２５
年
１
月
１
日
か
ら
平
成

２５
年
１２
月
３１
日
ま
で
に
い
た
だ
い

た
寄
附
の
件
数
は
１９
件
、
金
額
は

２３
万
円
で
し
た
。
寄
附
金
は
、「
人

と
自
然
が
輝
く
美
浦
村
づ
く
り
」

の
た
め
、
平
成
２６
年
度
の
次
の
事

業
に
お
い
て
予
算
を
計
上
し
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
寄
附
を

い
た
だ
い
た
皆
様
の
ご
厚
志
に
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

◇
寄
附
金
の
使
途
の
指
定
先
・
件

数
・
金
額

①
歴
史
遺
産
や
自
然
環
境
の
保
全

と
活
用
に
関
す
る
事
業
（
１
件
）

…
１
万
円

②
競
走
馬
の
里
・
美
浦
を
広
く
Ｐ

Ｒ
す
る
た
め
の
事
業
（
２
件
）
…

２
万
円

③
地
域
活
性
化
に
関
す
る
事
業

　

（
９
件
）…

９
万
円

④
子
育
て
支
援
・
学
校
教
育
等
次

世
代
育
成
に
関
す
る
事
業
（
３

件
）
…
３
万
円

⑤
そ
の
他
目
的
達
成
の
た
め
に
村

長
が
必
要
と
認
め
る
事
業
〔
事

業
指
定
な
し
〕（
３
件
）…
３
万
円

⑥
そ
の
他
目
的
達
成
の
た
め
に
村

長
が
必
要
と
認
め
る
事
業
〔
図

書
購
入
事
業
〕（
１
件
）…
５
万
円

　

前
述
の
寄
附
金
を
次
の
事
業
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

＊（　

）内
の
数
字
が
そ
の
事
業
に

　

活
用
さ
れ
る
寄
附
金
で
す
。

　
　

村
を
代
表
す
る
貴
重
な
文
化

遺
産
で
あ
る
国
史
跡
の
縄
文
遺

跡
・
陸
平
貝
塚
を
テ
ー
マ
に
毎

年
実
施
さ
れ
て
い
る
事
業
で
あ

り
、
陸
平
貝
塚
の
豊
か
な
自
然

の
中
で
、
縄
文
体
験
や
民
俗
体

験
、
伝
統
芸
能
発
表
等
の
文
化

遺
産
の
普
及
・
活
用
に
繋
が
る

イ
ベ
ン
ト
や
地
域
住
民
に
よ
る

模
擬
店
・
ス
テ
ー
ジ
発
表
・
か

か
し
コ
ン
テ
ス
ト
等
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
平
成
２６
年
度
で
第

１７
回
目
を
数
え
、
地
域
の
文
化

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
今
後
も
継
続

　

・
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
　

日
本
中
央
競
馬
会
の
Ｇ
１
レ

ー
ス
で
の
美
浦
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　

・
セ
ン
タ
ー
所
属
の
競
走
馬
１

着
に
伴
い
、
関
係
者
の
努
力
を

称
え
る
と
共
に
「
競
走
馬
の
里

美
浦
」
の
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
、
国
道

１
２
５
号
バ
イ
パ
ス
役
場
脇
の

陸
橋
に
横
断
幕
を
掲
示
し
ま
す
。

　
　

毎
年
１１
月
の
文
化
の
日
に
あ

わ
せ
、
村
内
の
個
人
お
よ
び
団

体
並
び
に
文
化
祭
実
行
委
員
会

と
緊
密
な
連
携
の
も
と
に
み
ほ

産
業
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を

開
催
し
、
文
化
活
動
を
通
じ
て

心
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
の
実
現

に
貢
献
し
ま
す
。
開
催
期
間
中

は
、
作
品
展
示
・
俳
句
会
・
着

付
会
・
お
茶
会
・
お
祭
り
広
場

　

・
芸
能
発
表
会
・
映
画
祭
・
音

楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
里
謡
大

会
等
を
開
催
し
ま
す
。
平
成
２６

年
度
で
第
３７
回
目
を
数
え
、
地

域
の
文
化
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
根

付
い
て
お
り
、
今
後
も
内
容
の

充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

◎
児
童
館
保
育
用
備
品
購
入
（
④
）

　
　

児
童
館
の
備
品
を
整
備
す
る

こ
と
に
よ
り
、
児
童
館
に
通
う

子
供
た
ち
の
健
全
な
教
養
を
育

成
す
る
と
と
も
に
、
保
育
の
た

め
の
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
　

住
民
の
自
主
的
な
学
習
活
動

を
支
援
す
る
た
め
の
読
書
活
動

推
進
や
、
生
涯
学
習
の
場
と
し

て
の
個
人
の
自
主
的
・
主
体
的

学
習
要
求
に
こ
た
え
る
た
め
、

　

図
書
資
料
お
よ
び
情
報
の
積
極

的
な
購
入
・
収
集
を
行
い
ま
す
。

　
　

・
・
・
・
・
・
・
・
・

◇
問
合
せ　

役
場
企
画
財
政
課
☎

　

８
８
５

－

０
３
４
０
（
内
線
２

　

０
８
）

平
成
２５
年
中
に

　
　

い
た
だ
い
た
寄
附
金

寄
附
金
活
用
先
の
事
業
名

お
よ
び
事
業
内
容

◎
陸
平
縄
文
ム
ラ
ま
つ
り
補
助

　

（
①
）

◎
日
本
中
央
競
馬
会
Ｇ
１
レ
ー
ス

　

優
勝
馬
横
断
幕
の
掲
示
（
②
）

◎
中
央
公
民
館
図
書
室
図
書
購
入

　

（
⑥
）

村では、「美浦村ふるさと応援寄附金」を
継続して募集しています。美浦を愛する
多くの皆様からのご支援・ご協力をお待
ちしています。

「美浦村ふるさと応援寄附金」
　を募集しています
「美浦村ふるさと応援寄附金」
　を募集しています

◎
み
ほ
産
業
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

　

ル
補
助
（
③
⑤
）

〜
皆
様
の
ご
厚
志
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

〜
皆
様
の
ご
厚
志
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

美
浦
村
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
の

　
　
　

状
況
に
つ
い
て
公
表
し
ま
す

美
浦
村
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
の

　
　
　

状
況
に
つ
い
て
公
表
し
ま
す

介護保険

制度の趣旨

災害対策基本法の主な改正点

避難行動要支援者の登録について
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〜
４
月
１
日
か
ら
上
下
水
道
料
金
が
変
わ
り
ま
す
〜

一
般
用

営
業
用

３５７，０００円 ３６７，２００円

１０㎥

１０㎥

１０㎥

１０㎥

１０㎥

１０㎥

１，８３６円

１，８９０円

１，８９０円

１，７８５円

１，９４４円

１，９４４円

２，７３０円 ２，８０８円

２，６２５円 ２，７００円

４，８３０円 ４，９６８円

１８３．６円１７８．５円

１９４．４円

１９４．４円

１８９．０円

１８９．０円

２８０．８円２７３．０円

２７０．０円２６２．５円

４９６．８円４８３．０円

３５６．４円３４６．５円

３８８．８円３７８．０円

１㎥～３，０００㎥

３，００１㎥～

　

平
成
２６
年
４
月
１
日
か
ら
消
費
税
率
が

５
％
か
ら
８
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と

に
伴
い
、
同
日
か
ら
上
下
水
道
料
金
お
よ

び
水
道
事
業
加
入
分
担
金
の
消
費
税
込
価

格
が
改
定
と
な
り
ま
し
た
。

　

改
定
後
の
上
下
水
道
料
金
等
は
次
の
と

お
り
と
な
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

４３，２００円

メーター口径

φ１３ｍｍ

８４，０００円

４２，０００円

８６，４００円φ２０ｍｍ

１５７，５００円 １６２，０００円φ２５ｍｍ

２６２，５００円 ２７０，０００円φ３０ｍｍ

５２５，０００円 ５４０，０００円φ４０ｍｍ

１，０５０，０００円 １，０８０，０００円φ５０ｍｍ

１，５７５，０００円 １，６２０，０００円φ７５ｍｍ

※４月１日以降に給水装置の新設等の加入申込みを承諾した
　ものから、新加入分担金が適用されます。

１，６２０円１，５７５円

１６２．０円１５７．５円

１７２．８円１６８．０円

１８３．６円１７８．５円

１９４．４円１８９．０円

２０５．２円１９９．５円

５１㎥～１０１㎥

１０１㎥～

１１㎥～２０㎥

２１㎥～３０㎥

３１㎥～５０㎥

１０㎥まで

５１㎥～

１世帯につき

１人につき

※安中大須賀津地区については１００㎥を超過した場合　１０１㎥～

１１㎥～２０㎥

２１㎥～３０㎥

３１㎥～５０㎥

１０㎥まで

３，０８５円３，０００円

２，０５７円２，０００円

２５７円２５０円

１５４円１５０円

１６４円１６０円

１７４円１７０円

１８５円１８０円

３，５９９円３，５００円

２，５７１円２，５００円

３０８円３００円

１５４円１５０円

１６４円１６０円

１７４円１７０円

１８５円

１５４円

１６４円

１７４円

１８５円１８０円

１５０円

１６０円

１７０円

１８０円

３，４９７円３，４００円

２，４６８円２，４００円

２５７円２５０円

１９５円１９０円

消費税法改正の経過措置として、平成２６年４月
１日以前から継続して上下水道を使用している
場合は、４月分料金（５月請求）は消費税５％の
旧料金で、５月分料金（６月請求）から消費税８
％の新料金となります。

消
費
税
法
改
正
に
伴
う

上
下
水
道
料
金
等
の
改
定
に
つ
い
て

消
費
税
法
改
正
に
伴
う

上
下
水
道
料
金
等
の
改
定
に
つ
い
て

（税込表示）

（税込表示）

（税込表示）

（税込表示）

◆水道事業加入分担金

旧加入分担金（５％）新加入分担金（８％）

◆水道料金

第一種

第二種

官公署用

医院用

家庭用

用途

料金

水量

業務用

臨時用

基本料金（１カ月につき） 超過料金（１㎥につき）

旧料金（５％）新料金（８％）旧料金（５％）新料金（８％）

◆農業集落排水使用料

※井戸水を使用されているご家庭は１人当たり６㎥を使用水量
　とみなし計算します（上水道併用はどちらか多い水量）。

世帯割

人数割

基本料金

超過料金
（１㎥につき）

基本料金

超過料金
（１㎥につき）

一
般

事
業
所
・
営
業
所
等

料金

区分

料金

区分

旧料金（５％）新料金（８％）

旧料金（５％）新料金（８％）

旧料金（５％）新料金（８％）旧料金（５％） 新料金（８％）

舟子地区処理施設 信太地区処理施設 安中大須賀津地区処理施設

◆公共下水道使用料

公共下水道事業
◆◇◆ ◆◇◆上下水道料金の経過措置

◇問合せ　上下水道課（美浦水処理センター内）
　　　　　☎０２９－８８５－０７２０

１００㎥

国民健康保険

国民年金

国
保
税
課
税
額
の
確
定
時
期

と
確
定
前
の
賦
課
の
仕
組
み

国
保
税
課
税
額
の
確
定
時
期

と
確
定
前
の
賦
課
の
仕
組
み
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以
前
に
投
資
詐
欺
の
被
害
に
あ

っ
た
知
人
宅
に
、
預
金
保
険
機
構

と
名
入
れ
し
た
封
書
が
届
き
、
中

に
は
個
人
の
住
所
氏
名
の
ほ
か
、

職
業
・
資
産
状
況
等
を
記
入
す
る

用
紙
が
同
封
さ
れ
て
い
た
。
封
筒

の
表
面
に
記
載
さ
れ
た
フ
リ
ー
ダ

イ
ヤ
ル
に
電
話
す
る
と
、「
貴
方
の

詐
欺
被
害
を
救
済
す
る
こ
と
が
で

き
る
。」と
言
わ
れ
た
が
不
審
だ
と

い
う
相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

預
金
保
険
機
構
は
政
府
出
資
の

実
在
機
関
で
す
が
、
個
人
宛
て
に

書
面
を
送
る
こ
と
は
行
っ
て
お
ら

ず
、
ま
た
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
の
番

号
は
あ
り
ま
せ
ん
。
同
機
構
へ
は

同
様
の
問
い
合
わ
せ
が
多
数
寄
せ

ら
れ
て
お
り
、
公
的
機
関
を
騙
り
、

救
済
詐
欺
を
狙
っ
た
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。

（
茨
城
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
消
費

　

生
活
緊
急
情
報
よ
り
抜
粋
）

【
ひ
と
こ
と
助
言
】

　

消
費
者
の
親
切
心
や
同
情
心
に

つ
け
こ
み「
老
人
ホ
ー
ム
入
居
権
」

を
購
入
さ
せ
よ
う
と
す
る
「
買
え

買
え
詐
欺
」
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
業
者
の
話
の
内
容
や

送
付
さ
れ
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
非

常
に
巧
妙
で
、
信
ぴ
ょ
う
性
が
あ

る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
が
、
絶
対

に
お
金
を
払
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

「
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
届
い
て
い
な

い
か
」「
代
わ
り
に
申
し
込
ん
で
」

等
の
電
話
は
、「
買
え
買
え
詐
欺
」

で
す
。
相
手
に
せ
ず
、
す
ぐ
に
電

話
を
切
り
ま
し
ょ
う
。

　

ト
ラ
ブ
ル
に
遭
っ
て
い
る
人
の

多
く
が
高
齢
者
で
す
。
家
族
や
周

囲
の
人
も
気
を
配
り
ま
し
ょ
う
。

（
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
見
守
り
新

　

鮮
情
報
よ
り
抜
粋
）

【
ひ
と
こ
と
助
言
】

　

進
学
や
就
職
等
に
伴
い
、
例
年

３
月
か
ら
５
月
は
引
っ
越
し
サ
ー

ビ
ス
に
関
す
る
相
談
が
多
く
寄
せ

ら
れ
ま
す
。

　

引
越
業
者
を
選
ぶ
際
は
、
複
数

の
業
者
か
ら
見
積
も
り
を
取
り
、

作
業
員
数
や
補
償
等
、
価
格
以
外

の
条
件
に
つ
い
て
も
よ
く
検
討
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
契
約
時
は
、

見
積
書
を
受
け
取
る
と
と
も
に
必

ず
約
款
を
確
認
し
、
疑
問
点
が
あ

れ
ば
事
業
者
に
聞
き
ま
し
ょ
う
。

　

梱
包
用
の
段
ボ
ー
ル
の
返
送
料

等
を
め
ぐ
り
、
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
契
約
先
が
確

定
す
る
前
に
は
受
け
取
ら
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

　

紛
失
や
損
傷
が
あ
る
場
合
は
事

業
者
に
速
や
か
に
連
絡
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
引
っ
越
し
が
完
了

し
た
ら
す
ぐ
に
荷
物
の
状
態
等
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

（
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
子
ど
も
サ

　

ポ
ー
ト
情
報
よ
り
抜
粋
）

　

一
人
暮
ら
し
の
母
の
家
に
、

医
療
法
人
か
ら
老
人
ホ
ー
ム

の
入
居
権
の
申
込
書
が
入
っ

た
Ｄ
Ｍ
が
届
い
た
。
そ
の
後

別
の
業
者
か
ら
電
話
が
あ
り

「
入
居
希
望
者
が
３０
人
ほ
ど

い
る
が
、
Ｄ
Ｍ
が
来
た
方
し

か
入
居
権
を
購
入
で
き
な
い
。

お
金
は
用
意
す
る
の
で
、
人

助
け
だ
と
思
っ
て
３０
人
分
申

し
込
ん
で
ほ
し
い
」
と
言
わ

れ
た
。
母
は
「
助
け
て
あ
げ

た
い
」
と
思
い
、
お
金
を
用

意
し
な
く
て
も
よ
い
な
ら
と
、

一
口
１
０
０
万
円
を
３０
口
分

申
し
込
ん
だ
。
し
か
し
、
娘

の
私
が
反
対
し
、
母
が
業
者

に
解
約
を
申
し
入
れ
た
と
こ

ろ
、
損
害
賠
償
と
し
て
１
５

０
０
万
円
支
払
う
よ
う
に
言

わ
れ
た
ら
し
い
。
高
額
で
払

え
な
い
。

　

（
当
事
者

：

７０
歳
代
女
性
）

【
事
例
１
】

　

午
前
中
の
作
業
を
指
定
し

た
引
越
業
者
が
１８
時
ご
ろ
に

な
っ
て
よ
う
や
く
来
た
が
、

謝
罪
も
な
か
っ
た
。
作
業
終

了
後
、
荷
物
が
一
つ
な
く
な

っ
て
お
り
、
翌
朝
業
者
に
伝

え
た
と
こ
ろ
「
専
用
の
箱
に

荷
物
を
入
れ
て
鍵
を
か
け
て

運
ぶ
の
で
紛
失
は
考
え
ら
れ

な
い
」
と
言
わ
れ
た
。
業
者

の
対
応
が
悪
す
ぎ
る
。

（
当
事
者

：

専
門
学
校
生
男
性
） 

【
事
例
２
】

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
見
つ

け
た
引
越
業
者
に
見
積
も
り

を
依
頼
し
た
。
す
ぐ
に
業
者

か
ら
電
話
が
あ
り
、
口
頭
で

見
積
額
を
提
示
さ
れ
、
段
ボ

ー
ル
や
契
約
書
類
を
送
る
と

言
わ
れ
る
等
、
相
手
の
ペ
ー

ス
で
話
が
進
み
、
よ
く
考
え

ず
に
了
承
し
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
後
、
別
の
業
者
か
ら
も

見
積
も
り
を
取
り
、
結
果
的

に
そ
ち
ら
と
契
約
を
決
め
た

た
め
最
初
の
業
者
を
断
っ
た

と
こ
ろ
、
段
ボ
ー
ル
の
代
金

と
送
料
を
請
求
さ
れ
た
。
ど

う
す
れ
ば
よ
い
か
。

　

（
当
事
者

：

大
学
生
女
性
）

「
貴
方
が
あ
っ
た
詐
欺
被
害

　

を
救
済
で
き
ま
す
。
預
金

　

保
険
機
構
」

　

突
然
！
封
書
が
届
い
た

「
貴
方
が
あ
っ
た
詐
欺
被
害

　

を
救
済
で
き
ま
す
。
預
金

　

保
険
機
構
」

　

突
然
！
封
書
が
届
い
た

人
助
け
！？

　

親
切
心
に
つ
け
こ
む

　

買
え
買
え
詐
欺
に
注
意
！

人
助
け
！？

　

親
切
心
に
つ
け
こ
む

　

買
え
買
え
詐
欺
に
注
意
！

引
っ
越
し
サ
ー
ビ
ス
を

め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
に
注
意
！

引
っ
越
し
サ
ー
ビ
ス
を

め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
に
注
意
！

◇村消費生活センター（消費生活相談全般）☎８８５－７１４１
　月・水・木・金　午前９時～正午、午後１時～４時
（相談受付は、午前は１１時３０分、午後は３時３０分まで。）
※相談員が不在の場合がありますので、電話でご確認ください。

◇消費者ホットライン（全国共通）☎０５７０－０６４－３７０

◇県警悪質商法１１０番（悪質業者に絡む各種相談）
　午前８時３０分～午後５時１５分　☎０２９－３０１－７３７９

まもろうよ みんなを

消費生活に関する相 談は

長寿医療制度

平成２６年度・平成２７年度の保険料率等

個人ごとの保険料の決め方

平成２６年度・平成２７年度の保険料の軽減について

　消費生活に関する
問合せ・相談は消費
 生活センターへ
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※平成２５年の玄米価格は３０㎏６，０００円で算出。

美浦村農地賃借料情報（１０ａ当たり）

最高金額

最低金額
平均金額筆数田

１８，２５３円
２４，０００円

１１，２５０円

２１，４５８円

　２，０００円

２４，０００円

　８，２７５円
６７

７４
茨城かすみ農業
協同組合　地区

稲敷農業
協同組合　地区

最高金額

最低金額
平均金額筆数畑

３

６，０００円
　６，０００円

　２，０００円

　２，０００円

６，０００円
２

茨城かすみ農業
協同組合　地区

稲敷農業
協同組合　地区

　

平
成
２６
年
度
の
農
作
業
標
準
賃
金
は
、
次
の
よ
う
に
決

定
さ
れ
ま
し
た
。
農
作
業
受
託
契
約
を
す
る
際
の
目
安
と

し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
農
地
の
賃
借
料
の
情
報

を
皆
さ
ん
に
提
供
す
る
た
め
、
こ
こ
で
平
成
２５
年
１
月
か

ら
１２
月
ま
で
に
締
結（
告
示
）さ
れ
た
美
浦
村
の
農
地
の
賃

貸
借
状
況
を
公
表
し
ま
す
。

◇
問
合
せ　

役
場
経
済
課
内
農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　

☎
８
８
５

－

０
３
４
０
内
線
２
１
１

農
作
業
標
準
賃
金
・

　
　

農
地
賃
借
料
情
報

美浦村農作業標準賃金

美浦村農作業臨時雇標準賃金

※消費税別。燃料費などは請負者負担とします。

作　業　名 賃金（円） 備　　考単　位

田耕起

１０ａ

〃

〃

〃

１m

１０ａ

１０ａ

〃

〃

１０ａ

玄米６０㎏

１０ａ

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

１箱

玄米６０㎏

プラウ耕起含

溝きり

均平作業高低差５㎝以内

硬化苗

施肥付の場合１，０００円増

条件により料金割増

苗込み

プラウ耕起含

種子別

乾燥調整含

ﾌ゚ﾗｳﾚﾍ゙ﾗｰ耕起

ｻﾌ゙ｿｲﾗｰ耕

二番耕起

一番耕起

３０，０００

３０

７，０００

１４，０００

７５０

６，０００

２０，０００

１６，０００

２，０００

３２，０００

６００

６５，０００

５，０００

６，０００

１０，０００

１０，０００

１０，０００

２０，０００

１，０００

１，５００

１，５００

５，０００

２，５００

５，０００

箱 苗

田 植

田 植（苗 込 み）

刈 取　・　脱 穀

乾 燥　・　調 整

刈取・乾燥・調整

籾 摺

全 利 用

畑耕起（ロータリー）

施肥・播種（麦・大豆）

麦 刈 取

乾 燥　・　調 整

大豆刈取・脱穀

そば播種・刈取

肥 料 散 布

石 灰 散 布

農 薬 散 布

畦 ぬ り

代 掻

耕 起　・　代 掻

作　業　名 賃金（円） 備　　考実働時間

８時間
男女共、時間外
１時間につき９００円

７，０００田 植

７，０００田・畑 除 草

７，０００稲 刈

合合合組合組合組合務組務務事務事事事事村村村村村村町村町村町村市町市市域市域市域市方広域方広方広方方方稲敷地方稲稲敷地方広域市町村圏事務組合合合合合合市市市稲敷地方広域市町村圏事務広広広域市町村圏事務組広広敷地方広広広敷敷 事事務務地方地方地方 市市 事事町町町敷敷地 広広域敷地方広域市町村圏事務組敷敷地方広域市町村圏事務組合敷敷地方広域域 町広広 市市地地 市市 務務域域 務務方稲敷地方広域市町村圏事事務稲敷地方広域市町村圏事務組合合稲敷地方広域市町村圏事務組合広域域方稲敷地方敷地敷地 務組組地地方広域市町村圏事務村村町村村広広 事事敷 務務村村 合合稲稲 町町町町町町稲敷地方広域市町村圏事務組合合組合事務組合事務組事務組町村圏町村圏町村圏広域市広域市広域市稲敷地方稲敷地方稲敷地方 平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成２２２２２２２２２２６６６６６６６６６６６６ 予算予予算度予度予度予年度予予予算算算度予算算度度年度度年度年年年度予算度予予年年 予予年年度予算度度 算算算予算年度予年度予年度予算稲敷地方広域市町村圏事務組合　平成２６年度予算稲敷地方広域市町村圏事務組合　平成２６年度予算

◇問合せ　稲敷地方広域市町村圏事務組合☎０２９７－６４－３７４１（ホームページ http://www.inashiki-kouiki.jp/）

１億１，３４０万円 ９８０万円

予　算　額 予　算　額会　計　名 会　計　名

老人ホーム特別会計 水防事業特別会計

３３億９，４６４万１千円

６１０万円

２，８００万円

４万８千円

１千円

８，０００万円

９２１万円

４７億４，９９０万円

１２億２，１９０万円

２８７万５千円

７，８８１万２千円

４５億４，１８４万１千円

１億２，５４７万２千円

９０万円

４７億４，９９０万円

項　　目 予　算　額 予　算　額構成比

合　　計

一　般　会　計　　歳　入 一　般　会　計　　歳　出

項　　目 構成比

合　　計

７１．５％

２５．７％

分賦金及び負担金

０．１％使用料及び手数料

０．６％国 庫 支 出 金

０．０％財 産 収 入

０．０％寄 附 金

０．１％議 会 費

１．７％総 務 費

９５．６％消 防 費

２．６％公 債 費

０．０％予 備 費

１．７％

１，０００万円 ０．２％繰 越 金

繰 入 金

０．２％諸 収 入

１００．０％ １００．０％

組 合 債

医療福祉
助
成
さ
れ
る
医
療
費

助
成
金
支
給
ま
で
の
流
れ

対
象
と
な
る
方

平成２５年「消防ミニ白書」

出火原因ワースト３

①放火（疑い）　　２４件

②たき火　　　　　８件

③こんろ（天ぷら）　６件
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稲敷地方広域市町村圏事務組合　平成２６年度予算

お問合せ
国保年金課マル福担当

医療福祉医療福祉

　

美
浦
村
で
は
、
将
来
の
担
い
手

で
あ
る
お
子
さ
ん
の
健
康
の
保
持

と
増
進
の
た
め
に
、
中
学
生
ま
で

の
お
子
さ
ん
の
「
診
療
・
調
剤
・

訪
問
看
護
等
の
医
療
機
関
で
の
窓

口
負
担
金
」
を
全
額
助
成
し
て
い

ま
す
（
た
だ
し
、
保
険
適
用
分
に

限
り
ま
す
）。

　

美
浦
村
に
住
所
を
有
し
、
各
健

康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
中
学
３

年
生
ま
で
の
全
て
の
方
（
マ
ル
福

の
受
給
者
も
含
み
ま
す
）

　

診
療
・
調
剤
・
訪
問
看
護
等
の

医
療
機
関
で
の
窓
口
負
担
金
の
全

額
が
助
成
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、「
保
険
適
用
外
の
料
金
、

食
事
・
生
活
療
養
費
、
日
本
ス
ポ

ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
の
災
害
共
済

給
付
の
対
象
と
な
る
学
校
で
の
ケ

ガ
な
ど
で
か
か
っ
た
医
療
費
」
に

つ
い
て
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

１
．医
療
機
関
を
受
診
す
る

　

医
療
機
関
窓
口
で
窓
口
負
担
金

を
支
払
い
、
領
収
書
を
貰
っ
て
く

だ
さ
い
。（
マ
ル
福
に
該
当
し
て
い

る
方
は
、
受
給
者
証
を
窓
口
で
提

示
し
て
く
だ
さ
い
）

２
．支
給
の
申
請
を
す
る

　

医
療
機
関
を
受
診
し
た
翌
月
以

降
に
、
次
の
も
の
を
お
持
ち
に
な

っ
て
役
場
国
保
年
金
課
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。（
初
回
の
み
で
な
く
、

そ
の
都
度
の
申
請
が
必
要
と
な
り

ま
す
が
、
数
カ
月
分
ま
と
め
て
の

申
請
も
可
能
で
す
）

◇
申
請
に
必
要
な
も
の

・
領
収
書
（
原
則
原
本
預
か
り
）

・
診
療
明
細
書
ま
た
は
調
剤
明
細
書

・
印
鑑

・
振
込
先
の
分
か
る
も
の

３
．助
成
金
の
振
込
み

　

申
請
日
の
翌
々
月
に
、
申
請
時

に
指
定
さ
れ
た
口
座
に
助
成
金
が

振
り
込
ま
れ
ま
す
。

　

マ
ル
福
と
は
、
小
児
・
ひ
と
り

親
家
庭
・
重
度
心
身
障
害
者
・
妊

産
婦
の
方
が
必
要
と
す
る
医
療
を

容
易
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
茨
城

県
と
各
市
町
村
が
共
同
で
運
営
し

て
い
る
医
療
費
の
助
成
制
度
で
す
。

対
象
と
思
わ
れ
る
方
で
申
請
が
お

済
み
で
な
い
方
は
、
ま
ず
は
役
場

国
保
年
金
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
対
象
者　

次
の
要
件
の
い
ず
れ

　

か
に
該
当
す
る
方
（
た
だ
し
、

　

所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
）

＊
小
児　

小
学
３
年
生
ま
で
の
お

　

子
さ
ん

＊
ひ
と
り
親
家
庭　

母
子
・
父
子

　

家
庭
お
よ
び
両
親
の
い
な
い
子

＊
重
度
心
身
障
害
者　

一
定
の
障

　

害
を
お
持
ち
の
方
（
詳
し
く
は

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

＊
妊
産
婦　

母
子
手
帳
の
交
付
を

　

受
け
て
い
る
方

医
療
費
を
（
保
険
適
用
分
）

　

全
額
助
成
し
て
い
ま
す

▼
中
学
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
の

※
領
収
書
に
、
受
診
者
名
・
保
険
点

　

数
（
保
険
適
用
金
額
）
の
記
載
が
な

　

い
場
合
は
、
医
療
機
関
で
記
入
し

　

て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
記

　

載
が
な
い
と
、
申
請
を
受
け
付
け

　

ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ

　

さ
い
。

※
高
額
療
養
費
の
対
象
に
な
る
場
合

　

は
、
高
額
療
養
費
の
支
給
後
に
保

　

険
者
か
ら
交
付
さ
れ
る
「
支
給
決

　

定
通
知
」
等
が
必
要
で
す
。

医
療
福
祉
制
度（
マ
ル
福
）を

ご
存
じ
で
す
か
？

助
成
さ
れ
る
医
療
費

助
成
さ
れ
る
医
療
費

助
成
金
支
給
ま
で
の
流
れ

助
成
金
支
給
ま
で
の
流
れ

対
象
と
な
る
方

対
象
と
な
る
方

平成２５年「消防ミニ白書」平成２５年「消防ミニ白書」 【問合せ】稲敷地方広域市町村圏事務組合
☎０２９７－６４－３７４１

平成２５年中の火災発生件数は、管内全域で９３件
発生し、昨年と比較すると１３件の増でした。
火災が原因で４名の尊い命が失われ、６名の方
が負傷しています。

平成２５年中の救急出動件数は１０，６５３件で、昨年
よりも６２６件増加しました。救急種別では、急病
が７，１０１件と最も多く、次いで一般負傷１，３６６件、
交通事故１，１１３件、転院５２８件、その他５４５件で
した。救助出動件数は１５３件（前年より１６件増）、
救助種別では、交通事故７２件、火災事故３２件、
その他が４９件でした。

【火災種別発生状況】―

　・建物　　　　　　５１件

　・林野　　　　　　　６件

　・車両　　　　　　１１件

　・その他　　　　　２５件

出火原因ワースト３

①放火（疑い）　　２４件

②たき火　　　　　８件

③こんろ（天ぷら）　６件

出火原因ワースト３

①放火（疑い）　　２４件

②たき火　　　　　８件

③こんろ（天ぷら）　６件

【市町村別発生状況】―

　・龍ケ崎市　　　　３１件

　・牛久市　　　　　１６件

　・稲敷市　　　　　２２件

　・利根町　　　　　　７件

　・河内町　　　　　　５件

　・美浦村　　　　　１２件

【市町村別救急出動件数】

　・龍ケ崎市　　３，３２２件

　・牛久市　　　３，１００件

　・稲敷市　　　２，２９９件

　・利根町　　　　　６３６件

　・河内町　　　　　４９５件

　・美浦村　　　　　７９７件

　・圏域外　　　　　　　４件

【傷病者程度別搬送状況】

　・軽症　　　　５，６４１件

　・中等症　　　３，４０３件

　・重症　　　　　　８２５件

　・死亡　　　　　　２２２件

　・その他　　　　　　　９件

　（搬送人員計　１０，１００件）

火　　　災 救　急　・　救　助
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「
貴
方
が
あ
っ
た
詐
欺
被
害

　

を
救
済
で
き
ま
す
。
預
金

　

保
険
機
構
」

　

突
然
！
封
書
が
届
い
た

人
助
け
！？

　

親
切
心
に
つ
け
こ
む

　

買
え
買
え
詐
欺
に
注
意
！

引
っ
越
し
サ
ー
ビ
ス
を

め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
に
注
意
！

お問合せ
国保年金課高齢者医療係

長寿医療制長寿医療制度
長寿医療制度（後期高齢者医療制度）の
保険料率等が決定されました

　長寿医療制度の保険料率等は２年ごとに見直しされることとなっており、今回の見直しでは均等割額・
所得割額とも前回から据え置きとなりました。また、被保険者間の保険料負担の公平の確保および中低所
得者の負担軽減を図るため、賦課限度額が５７万円に引き上げられた他、保険料軽減対象が一部拡大されま
した。なお、この保険料率等に基づく平成２６年度の保険料額は、普通徴収（納付書等での納付）の方につ
いては７月中旬頃に、特別徴収（年金からの天引き）の方については８月中旬頃に通知する予定です。

このたび、茨城県後期高齢者医療広域連合において、長寿医療制度（後期高
齢者医療制度）の平成２６年度および平成２７年度の保険料率および賦課限度額
が以下のように決定されましたのでお知らせします。

保険料の計算に関するお問い合わせは……茨城県後期高齢者医療広域連合事業課（☎０２９－３０９－１２１３）
保険料の納付に関するお問い合わせは……役場国保年金課（☎０２９－８８５－０３４０内線１１６）

　長寿医療制度の保険料は、すべての加入者（被保険者）にかかり、被保険者全員が等しく負担する均等
割額と、被保険者の所得に応じて負担する所得割額の合計になります。なお、賦課限度額が設けられてい
ますので、どんなに所得が高い方でも保険料の年額は５７万円となります。また、年度の途中で被保険者に
なられた方は、資格取得月からの月割で保険料額が計算されます。

※総所得金額等とは、前年の収入から必要経費（公的年金控除額や給与所得控除額など）を差し引いたもので、社会保
　険料控除、配偶者控除などの各種所得控除前の金額です。なお、遺族年金や障害年金は収入に含みません。

※収入が公的年金のみの方は年金収入額から公的年金控除（年金収入額が３３０万円以下は１２０万円）を差し引き、６５歳
　以上の方はさらに高齢者特別控除（１５万円）を差し引いて判定します。
※被保険者均等割額を減額する基準のうち、５割を軽減する基準については２４．５万円を乗ずる被保険者に新たに世帯主
　を含めることとし、２割を減額する基準については被保険者数に乗ずる金額を３５万円から４５万円としました。

【均等割額の軽減】世帯の所得水準にあわせて、次のとおり均等割額が軽減されます。

【所得割額の軽減】保険料の所得割額を負担している方で、基礎控除後の総所得金額等が５８万円以下（年金
収入のみの方はその額が１５３万円から２１１万円以下）の場合は、所得割額が５割軽減されます。

【その他の軽減】長寿医療制度に加入する前に「会社などの健康保険の被扶養者」であった方は、均等割額
が９割軽減され、所得割額の負担はありません。（国民健康保険、国民健康保険組合の加入者であった方は
該当しません）

平成２６年度・平成２７年度の保険料率等平成２６年度・平成２７年度の保険料率等

個人ごとの保険料の決め方個人ごとの保険料の決め方

平成２６年度・平成２７年度の保険料の軽減について平成２６年度・平成２７年度の保険料の軽減について

平成２６・２７年度 平成２４・２５年度

保険料の賦課限度額（上限額）

保　険　料
均等割額

所得割率 ８．００％

３９，５００円

５７万円

８．００％

３９，５００円

５５万円

１年間の保険料額
（１００円未満切捨て）

所　得　割　額

（総所得金額等－基礎控除３３万円）×８．００％　

均等割額

　３９，５００円　
＝ ＋

世帯の被保険者と世帯主の「総所得金額等の合計額」が次の場合

「３３万円」以下で、かつ
「被保険者全員が年金収入８０万円」以下（その他各種所得がない場合）

「３３万円」以下

「３３万円＋２４．５万円×世帯の被保険者数」以下

「３３万円＋４５万円×世帯の被保険者数」以下

９割 ３，９５０円

５割 １９，７５０円

２割 ３１，６００円

８．５割 ５，９２５円

軽減割合 軽減後の均等割額
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消
費
税
法
改
正
に
伴
う

上
下
水
道
料
金
等
の
改
定
に
つ
い
て

◎
課
税
の
対
象
・
課
税
額
の
構
成

　

国
民
健
康
保
険
税（
国
保
税
）は
、

加
入
世
帯
ご
と
に
世
帯
主
に
課
税

さ
れ
ま
す
。
課
税
額
は
、
次
の
４

つ
の
合
計
に
よ
り
構
成
さ
れ
ま
す
。

＊
所
得
割
額　

加
入
者
の
前
年
の

　

所
得
に
応
じ
て
計
算
し
ま
す
。

＊
資
産
割
額　

加
入
者
の
固
定
資

　

産
税
額
に
応
じ
て
計
算
し
ま
す
。 

＊
均
等
割
額　

加
入
さ
れ
て
い
る

　

方
に
対
し
て
、
１
人
当
た
り
の

　

定
額
が
か
か
り
ま
す
。

＊
平
等
割
額　

加
入
さ
れ
て
い
る

　

世
帯
に
対
し
て
、
１
世
帯
当
た

　

り
の
定
額
が
か
か
り
ま
す
。

◎
納
期
・
納
付
の
方
法

　

美
浦
村
の
国
保
税
は
、
４
月
か

ら
偶
数
月（
年
６
回
）が
納
期
と
な

っ
て
お
り
、
次
の
い
ず
れ
か
に
よ

り
納
付
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

◇
特
別
徴
収　

世
帯
主
の
公
的
年

　

金
か
ら
天
引
き
で
徴
収
さ
れ
る

　

も
の
で
、
次
の
要
件
を
す
べ
て

　

満
た
す
方
が
対
象
で
す
。

・
世
帯
主
が
国
民
健
康
保
険
加
入

　

者
で
、
同
世
帯
の
国
保
加
入
者

　

全
員
が
６５
歳
以
上
７５
歳
未
満

・
世
帯
主
が
受
給
し
て
い
る
年
金

　

の
年
額
が
１８
万
円
以
上
の
額

・
世
帯
主
が
介
護
保
険
料
の
特
別

　

徴
収
の
対
象
者

・
国
保
税
と
世
帯
主
本
人
の
介
護

　

保
険
料
の
合
計
が
、
世
帯
主
の

　

年
金
給
付
額
の
２
分
の
１
以
下

◇
普
通
徴
収　

納
付
書
や
口
座
振

　

替
に
よ
り
世
帯
主
が
直
接
納
付

　

す
る
も
の
で
、
特
別
徴
収
に
よ

　

り
国
保
税
を
納
付
し
て
い
な
い

　

方
が
対
象
で
す
。

　

国
保
税
の
課
税
内
容
の
う
ち
、

所
得
割
は
前
年
の
加
入
者
の
所
得

に
応
じ
て
算
定
し
ま
す
が
、
個
人

の
所
得
の
確
定
は
６
月
頃
に
な
る

た
め
、
国
保
税
課
税
額
が
確
定
す

る
の
は
７
月
以
降
と
な
り
ま
す
。

　

課
税
額
確
定
に
よ
り
過
納
付
額

が
発
生
し
た
場
合
は
、
還
付
ま
た

は
他
の
未
納
額
に
充
当
さ
れ
ま
す
。

◎
仮
徴
収
・
暫
定
賦
課

　

国
保
税
課
税
額
の
確
定
前
に
到

来
す
る
納
期
の
納
税
額
は
、
暫
定

的
に
前
年
度
の
国
保
税
を
元
に
算

出
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
を
特
別
徴
収

で
は
「
仮
徴
収
」、普
通
徴
収
で
は

「
暫
定
賦
課
」
と
呼
び
ま
す
。

◇
特
別
徴
収
の
仮
徴
収　

４
・
６

　

・
８
月
の
公
的
年
金
か
ら
特
別

　

徴
収
さ
れ
る
１
・
２
・
３
期
の

　

国
保
税
が
仮
徴
収
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
合
計
額
を
７
月
以
降
に
決

　

定
す
る
課
税
額
か
ら
差
し
引
い

　

た
残
額
が
、
１０
月
以
降
の
年
金

　

か
ら
特
別
徴
収
さ
れ
ま
す
。

【
仮
徴
収
額
の
算
定
方
法
】
①
ま

　

た
は
②
の
額
×
３

①
平
成
２６
年
２
月
現
在
で
特
別
徴

　

収
の
方
…
平
成
２５
年
度
の
第
６

　

期（
２
月
）の
納
税
額

②
平
成
２６
年
４
月
か
ら
特
別
徴
収

　

と
な
る
方
…
平
成
２５
年
度
課
税

　

額
（
年
度
途
中
加
入
者
は
月
割

　

課
税
額
の
合
計
で
は
な
く
１
年

　

間
課
税
し
た
場
合
の
額
）
÷
６

　

の
額　

※
１
０
０
円
未
満
切
捨

◇
普
通
徴
収
の
暫
定
賦
課　

４
・

　

６
月
納
期
の
１
・
２
期
の
国
保

　

税
が
暫
定
賦
課
と
し
て
課
税
さ

　

れ
ま
す
。
こ
の
合
計
額
を
８
月

　

に
決
定
す
る
課
税
額
か
ら
差
し

　

引
い
た
残
額
が
、
８
月
の
３
期

　

以
降
に
課
税
さ
れ
ま
す
。　

【
暫
定
賦
課
額
の
算
定
】
仮
徴
収

　

額
の
算
定
方
法
②
の
額
×
２

お問合せ
国保年金課国保係

国民健康保国民健康保険

お問合せ
国保年金課年金係

国民年国民年金

　

平
成
２６
年
度
（
平
成
２６
年
４
月

〜
平
成
２７
年
３
月
）
の
国
民
年
金

保
険
料
は
、
月
額
１
万
５
２
５
０

円
（
前
年
度
か
ら
月
額
２
１
０
円

引
き
上
げ
）
に
な
り
ま
し
た
。
な

お
、
付
加
保
険
料
は
月
額
４
０
０

円
で
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
年
度
１２
カ
月
分
の
保
険
料
を

４
月
３０
日
ま
で
に
現
金
で
納
付
す

る
と
、
３
２
５
０
円
の
割
引
と
な

り
、
１７
万
９
７
５
０
円
に
な
り
ま

す
。（
１
年
前
納
）

　

ま
た
、
４
月
か
ら
９
月
ま
で
の

半
年
分
を
４
月
３０
日
ま
で
に
現
金

で
納
付
す
る
と
、
７
４
０
円
の
割

引
と
な
り
、
９
万
７
６
０
円
に
な

り
ま
す
。
な
お
、
１０
月
か
ら
翌
年

３
月
ま
で
の
半
年
分
に
つ
い
て
も

同
様
の
割
引
と
な
り
、
年
間
に
す

る
と
、
１
４
８
０
円
の
割
引
と
な

り
ま
す
。（
６
カ
月
前
納
）

　

こ
の
他
、
任
意
の
月
か
ら
年
度

末
ま
で
の
分
を
前
納
す
る
こ
と
も

可
能
で
す
。
詳
し
く
は
、
土
浦
年

金
事
務
所
（
☎
８
２
４

－

７
１
２

１
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

毎
月
の
保
険
料
は
、
通
常
翌
月

末
が
納
期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

当
月
末
に
金
融
機
関
等
の
口
座
か

ら
引
き
落
と
す
早
割
制
度
で
納
付

す
る
と
、
月
額
５０
円
の
割
引
と
な

り
ま
す
。
な
お
、
残
高
不
足
で
口

座
か
ら
引
き
落
し
が
出
来
な
か
っ

た
場
合
は
割
引
が
な
く
な
り
、
通

常
の
口
座
振
替
に
切
り
替
わ
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
口
座
振
替
に
も
前
納
割

引
制
度
（
２
年
前
納
を
含
む
）
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
土
浦
年
金

事
務
所（
☎
８
２
４

－

７
１
２
１
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

現
金
払
い
に
よ
っ
て
納
付
す
る

場
合
と
同
様
の
前
納
割
引
制
度
は

適
用
さ
れ
ま
す
が
、
口
座
振
替
の

早
割
制
度
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

平
成
２６
年
度
の
国
民
年
金

  

保
険
料
が
決
定
し
ま
し
た

国
民
健
康
保
険
税
の

  　
　
　

 

課
税
の
仕
組
み

《
現
金
払
い
に
よ
る
割
引
》

《
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
に

  

よ
る
割
引
》

《
口
座
振
替
に
よ
る
割
引
》

国
保
税
課
税
額
の
確
定
時
期

と
確
定
前
の
賦
課
の
仕
組
み

国
保
税
課
税
額
の
確
定
時
期

国
保
税
課
税
額
の
確
定
時
期

と
確
定
前
の
賦
課
の
仕
組
み

と
確
定
前
の
賦
課
の
仕
組
み

国
保
税
課
税
額
の
確
定
時
期

と
確
定
前
の
賦
課
の
仕
組
み

国
民
年
金
保
険
料
の

　
　
　

様
々
な
割
引
制
度

国
民
年
金
保
険
料
の

　
　
　

様
々
な
割
引
制
度
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「美浦村ふるさと応援寄附金」
　を募集しています

〜
皆
様
の
ご
厚
志
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

美
浦
村
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
の

　
　
　

状
況
に
つ
い
て
公
表
し
ま
す

お問合せ
福祉介護課介護保険係

介護保介護保険

　この改正に伴い、村では本人同意のもと登録いただいた個人情報を基に、避難行動要支援者名簿を作成
するとともに、災害が発生した場合は本人の同意を得ずに、避難支援者へ支援に必要な情報を提供するこ
とができるようになりましたが、必要以上の情報は提供いたしません。お住まいの地区みんなで協力し合
い、避難行動要支援者を安全に避難させたり安否確認をする等、地域での支援体制を築いていきます。

　日常的に周囲の支援を必要とし、災害が起きたときに自分ひとりで移動したり情報を得ることが難しく、
避難するために何らかの手助けが必要な方で、以下の条件のいずれかに該当する方が対象です。

　・６５歳以上のひとり暮らしの方
　・６５歳以上の高齢者のみの世帯
　・身体障害者手帳１級および２級の方
　・要介護認定者３～５の方（施設入所者は対象外です）
　・精神障害者福祉手帳１級の方
　・療育手帳○またはＡの方
　・特定疾患治療研究事業対象疾患の患者
　・その他（登録希望者）

　災害時に自力で避難することが困難な方（避難行動要支援者）から事前に登録していただき、その個人
情報を行政・警察・消防・民生委員・自主防災組織等で共有し、いざというときの安否確認や避難の手助
け等を地域ぐるみで適切に支援することに活用し、少しでも災害時の被害を少なくしようというものです。

【あなたを助ける避難支援者について】
　災害はどのような形で発生するか不確定な要素が多く、この制度に登録しても必ずしも支援が受けられ
るとは限りません。また、民生委員も担当区域の要避難行動要支援者すべてを手助けすることはできませ
ん。避難支援者として一番望ましいのは、あなたの近隣の方々です。普段からご近所の方々と交流し、気
軽に話せる関係をつくるといった心掛けも大切です。

▼避難行動要支援者名簿の作成を市町村に義務付けるとともに、その作成に関し
　必要な個人情報を利用できること。

▼避難行動要援護者本人からの同意を得て、平常時から消防機関や民生委員等の
　避難支援等関係者に情報提供すること。

▼現に災害が発生、または発生のおそれが生じた場合には、本人の同意の有無に
　関わらず、名簿情報を避難支援等関係者その他の者に提供できること。

▼名簿情報の提供を受けた者に守秘義務を課すとともに、市町村においては名簿
　情報の漏えいの防止のため必要な措置を講じること。

お問合せ先

※以前の制度で要援護者に登録されている方は、見守り訪問の際に再度同意を確認させていただきます。
※今後、新規で登録を希望する方は、随時訪問して説明させていただきます。

役場保健福祉部福祉介護課　☎０２９－８８５－０３４０(内線１３２）　E-mail：fukushi@vill.miho.lg.jp

が

「災害時要援護者登録制度」

「避難行動要支援者登録制度」

災害対策基本法の改正により、平成２６年４月から

に名称が変更され、制度の一部が改正されました

制度の趣旨制度の趣旨

災害対策基本法の主な改正点災害対策基本法の主な改正点

避難行動要支援者の登録について避難行動要支援者の登録について
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岡倉天心　生誕１５０周年・没後２００周年記念

　今回上映する「天心」は、急激な西洋化が進む明
治において、時代の波に翻弄されながらも新たな日
本の美を生みだそうと苦闘する岡倉天心とその弟子
である若き画家たち、横山大観・下村観山・菱田春
草・木村武山の葛藤、そして師弟愛を描いた作品で
す。皆様ぜひご覧ください。

▼主演：竹中直人（岡倉天心）・中村獅童（横山大観）
　　平山浩行（菱田春草）・木下ほうか（下村観山）他

映画「天心」～美浦上映会～映画「天心」～美浦上映会～

　

流
行
性
耳
下
腺
炎
（
お
た
ふ
く

か
ぜ
）
は
２
〜
３
週
間
の
潜
伏
期

間
を
経
て
発
症
し
、
片
側
あ
る
い

は
両
側
の
唾
液
腺
（
耳
の
下
）
が

腫
れ
る
特
徴
が
あ
る
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
で
す
。

　

３
〜
４
年
周
期
で
流
行
が
あ
り
、

発
症
年
齢
別
に
見
る
と
０
歳
児
は

発
症
数
が
少
な
く
、
年
齢
と
と
も

に
増
加
し
て
４
歳
児
が
最
も
多
く

な
り
ま
す
。
続
い
て
５
歳
児
、
３

歳
児
の
順
で
、
３
〜
６
歳
児
で
全

体
の
約
６０
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

症
状
は
、
唾
液
腺
の
腫
れ
や
痛

み
、
嚥
下
痛
、
発
熱
等
が
あ
り
、

通
常
は
１
〜
２
週
間
で
症
状
が
軽

く
な
り
ま
す
。
こ
の
ウ
イ
ル
ス
は

接
触
、
あ
る
い
は
飛
沫
に
よ
り
感

染
し
ま
す
が
、
感
染
力
は
か
な
り

強
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

合
併
症
で
最
も
多
い
の
は
髄
膜

炎
で
、
そ
の
他
に
髄
膜
脳
炎
、
難

聴
等
が
認
め
ら
れ
、
思
春
期
以
降

の
発
症
で
は
、
男
性
で
約
２０
〜
４０

％
に
睾
丸
炎
が
あ
り
ま
す
。

　

治
療
方
法
は
基
本
的
に
対
症
療

法
（
症
状
に
対
し
て
治
療
す
る
）

で
、
効
果
的
に
予
防
す
る
に
は
ワ

ク
チ
ン
が
唯
一
の
方
法
で
す
。
ワ

ク
チ
ン
接
種
後
の
抗
体
獲
得
率
が

９０
％
と
高
く
、
予
防
効
果
が
高
い

ワ
ク
チ
ン
で
す
。

【
助
成
対
象
と
な
る
ケ
ー
ス
】

　

美
浦
村
に
住
民
登
録
し
て
い
る

未
接
種
お
よ
び
未
疾
病
の
お
子
さ

ん
で
、
１
歳
〜
６
歳
の
誕
生
日
が

く
る
年
度
内
に
予
防
接
種
を
受
け

る
場
合
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

【
予
防
接
種
の
手
順
】

①
事
前
に
保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口
で

　

予
診
票
の
交
付
を
う
け
ま
す
。

②
予
防
接
種
協
力
医
療
機
関
に
予

　

防
接
種
の
電
話
予
約
を
し
ま
す
。

③
接
種
当
日
は
、
予
約
し
た
医
療

　

機
関
に
予
診
票
、
母
子
健
康
手

　

帳
を
持
参
し
接
種
し
ま
す
。

【
回
数
お
よ
び
助
成
額
】

　

１
人
１
回（
上
限
６
０
０
０
円
）

＊
接
種
費
用
が
助
成
額
を
超
え
た

　

場
合
は
、
差
額
は
自
己
負
担
。

◎
や
む
を
得
ず
左
表
の
予
防
接
種

　

協
力
医
療
機
関
以
外
で
接
種
を

　

希
望
す
る
方
は
、
保
健
セ
ン
タ

　

ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

・
・
・
・
・
・
・
・
・

◇
問
合
せ　

健
康
増
進
課
（
保
健

　

セ
ン
タ
ー
）
☎
８
８
５

－

１
８

　

８
９

　

「
お
た
ふ
く
か
ぜ
」

　
　

の
お
は
な
し
で
す

お
た
ふ
く
か
ぜ
予
防
接
種
の

費
用
を
一
部
助
成
し
ま
す

お
た
ふ
く
か
ぜ
予
防
接
種
の

費
用
を
一
部
助
成
し
ま
す

☎８８５－３５５１

☎８８５－２３５８

☎８８７－１１６１

☎８９１－３０００

☎８３４－５７７７

美浦中央病院

はたかわ医院予
防
接
種
協
力
医
療
機
関

東京医科大学茨城医療センター

宮崎こどもクリニック

江戸崎ひかりクリニック

☎８９２－２６２７坂本耳鼻咽喉科医院

☎８９２－７０１１佐倉クリニック

☎８９２－３６４０鈴木クリニック

休　日　当　番　医
診療時間：午前９時～午後４時
都合により当番医を変更することがあります。
※お問合せ先：なるしま内科医院☎８６９－４８２０

４　
　
　

月

５　
　
　

月

☎０２９９‐７９‐２１１４

☎８７５‐５３０３あべ整形外科

さ か え 医 院河合内科医院

かない皮フ科

鈴木クリニック

古 橋 病 院

宮 本 病 院 佐倉クリニック

☎８８７‐３３４９かたやま耳鼻咽
喉科

つじ耳鼻咽喉科
クリニック

いなしきクリニ
ック

いわき内科クリ
ニック

南平台メディカ
ルクリニック

☎８０１‐３３８７

☎８８８‐０８８８☎８８８‐８１８８

☎０２９９‐７８‐３７７０

☎０２９７‐８７‐６０３０

☎８８８‐２６６２

☎８９２‐３３７２ 角崎クリニック

江 戸 崎 眼 科

湯 原 病 院 ☎８８７‐０３１０

☎８９２‐７０１１

☎８９２‐０２６２

☎８７５‐５１００

☎８９２‐３６４０

☎８４３‐３３０１

阿見

稲敷

阿見

稲敷

阿見

稲敷

阿見

稲敷

阿見

稲敷

阿見

稲敷

阿見

稲敷

阿見

稲敷

１３日

㈰

２９日

㈫

２０日

㈰

２７日

㈰

３日

㈯

６日

㈫

４日

㈰

５日

㈪

お元気
　ですか
　　
保健師です



　問合せ　子育て支援センター（木原地区多目的集会施設内） ☎８８５－６５１１＊午前９時から午後４時３０分まで
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《
順
不
同
》

上
新
田
木
原
線

　
　
　

一
部
開
通

美浦体操フェスティバル開催 牛久Ｕ９少年サッカー大会
でフリーダムＳ．Ｃ．が優勝！

美
浦
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で

　
　
　
　

新
人
ジ
ョ
ッ
キ
ー
鞭
贈
呈
式

毎月、親子でできる簡単
な遊びや子育てのコツを
紹介していきます。

子育て
ワンポイント
子育て
ワンポイント

※各子育て広場の詳細と、開催場所（都合により変更する場合があります）については、役場・中央公
　民館・保健センターに設置している「子育てカレンダー（毎月発行）」でご確認ください。
※どの子育て広場も「子育て支援センターのスタッフ」が担当しています。

　◇対象　０歳児～学童　　◇場所　予約時にお知らせします。
　◇予約方法　子育て支援センターに電話で予約してください。　※発達相談員が担当しています。

要予約要予約

　ぴよ
ぴよ
ほっ

　ぴよ
ぴよ
ほっ

　ぴよ
ほっ

　わい
ほっ

　ぴよ
よち
ほっ

　ぴよ
ぴよ
ほっ

　わい
ほっ

　わい
ほっ

　ぴよ
エン
ほっ

　ぴよ
エン
ほっ

　ぴよ
エン
ほっ

　ぴよ
よち
ほっ

　ぴよ
よち
ほっ

　わい
ほっ

　わい
ほっ

　わい
ほっ

　わい
ほっ

　わい
ほっ

　わい
ほっ

　わい
ほっ

月 火 水 木 金 土日

発達相談（子育てや発達に関する相談）発達相談（子育てや発達に関する相談）

ぴよぴよサロン＆プレママサロンでは、
毎月一度、保健師、助産師、栄養士さ
んによる個別の「育児相談（　）」を行
っています。（通常の自由遊びもあり）

ぴよぴよサロン＆プレママサロンでは、
毎月一度、保健師、助産師、栄養士さ
んによる個別の「育児相談（　）」を行
っています。（通常の自由遊びもあり）

ほっ：子育てほっとルーム（午前９時～午後４時）
　◇対象　０歳～就園前　　◇場所　子育て支援センター

エン：エンジョイ子育て（午前１０時～正午）
　◇対象　０歳～就園前　　◇場所　木原地区多目的集会施設和室、または村内の公園・公共施設

よち：よちよちルーム（午前１０時～正午）
　◇対象　１歳児（Ｈ２４．４．２～Ｈ２５．４．１生）　◇場所　木原地区多目的集会施設和室

ぴよ：ぴよぴよサロン＆プレママサロン
（通常：午前１０時～正午、ＰＭ：午後１～３時）
　◇対象　２カ月～１歳未満、妊婦さん
　◇場所　木原地区多目的集会施設和室

開催時間内
出入り自由
開催時間内
出入り自由

予約必要なし予約必要なし５月の
子育て広場

子育て支援センターからのご案内子育て支援センターからのご案内

以下のような方も、ぜひ広場をご利用ください。
◎美浦村に里帰り中の方
◎引っ越してきたばかりで村の子育て支援や病
院等の情報が知りたい方
◎妊娠中、もしくは下の子が生まれたばかりで、
上の子を遊ばせたいと思っている方
◎お孫さんを遊ばせたい祖父母の方　等

美浦村子育て支援センターでは、就園前のお子さ
んとその保護者の方が参加できる「美浦村子育て
広場」を開催しています。

子育て広場の活動を知りたい方は、まず「子育てほっと
ルーム」に参加されてはいかがでしょうか。センター常
駐のスタッフが対応します。（子育て広場の活動予定につ
いては、村公式ホームページでも確認できます）

５４

３

６ ７

２１

９８

１６１５１４１３１２

２４

１７

１０

２３２２

３１３０２９

２１

２８

２０

２７

１９１８

１１

２６２５
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村
で
は
、
金
融
機
関
の
競
争
意

識
に
よ
る
村
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
図
る
と
と
も
に
、
指
定
金
融
機

関
間
の
事
務
引
継
ぎ
の
実
施
に
よ

る
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
強
化
を
図
る

た
め
、
村
の
指
定
金
融
機
関
に
株

式
会
社
筑
波
銀
行
を
新
た
に
加
え
、

平
成
２６
年
４
月
１
日
か
ら
株
式
会

社
常
陽
銀
行
と
の
２
行
に
よ
る
３

年
ご
と
の
交
替
制
を
実
施
し
ま
す
。

指
定
の
順
番
と
期
間
は
次
の
と
お

り
で
す
。

①
株
式
会
社
筑
波
銀
行

　

平
成
２６
年
４
月
１
日
〜
平
成
２９

年
３
月
３１
日

②
株
式
会
社
常
陽
銀
行

　

平
成
２９
年
４
月
１
日
〜
平
成
３２

年
３
月
３１
日

※
村
税
や
使
用
料
等
の
納
付
窓
口

や
納
付
手
続
き
等
の
取
り
扱
い
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の

納
付
に
つ
い
て
は
従
来
の
と
お

り
で
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

地
域
や
職
場
・
グ
ル
ー
プ
等
で

公
共
の
場
に
花
を
植
え
、
管
理
し

て
い
る
団
体
を
対
象
に
「
花
い
っ

ぱ
い
運
動
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
開
催

し
ま
す
。
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
審

査
委
員
会
が
優
秀
と
認
め
た
団
体

は
、
大
好
き
い
ば
ら
き
県
民
会
議

主
催
の
「
花
と
緑
の
環
境
美
化
コ

ン
ク
ー
ル
」
へ
推
薦
し
ま
す
。

　

ま
た
、
コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募
し

て
い
た
だ
い
た
団
体
に
は
花
の
苗

を
配
布
し
ま
す
。
苗
の
種
類
や
本

数
の
指
定
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◇
申
込
方
法　

生
涯
学
習
課
に
備

え
て
あ
る
申
込
用
紙
に
所
定
の

事
項
を
記
入
の
う
え
、
４
月
２６

日（
土
）ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。（
昨
年
、
参
加
さ
れ
た

団
体
に
は
申
込
用
紙
を
送
付
し

て
い
ま
す
）

◇
申
込
・
問
合
せ　

生
涯
学
習
課

（
中
央
公
民
館
内
）

　

文
化
財
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
縄
文

体
験
の
日
」
を
開
催
し
ま
す
。
当

日
は
縄
文
土
器
作
り
・
土
笛
作
り

・
ど
ん
ぐ
り
ク
ッ
キ
ー
作
り
・
ま

が
玉
作
り
・
田
植
え
等
の
体
験
講

座
を
開
講
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。（
予
約
不
要
）

◇
日
時　

５
月
３
日（
土
）午
前
９

時
３０
分
〜
午
後
３
時
３０
分

※
５
月
７
日（
水
）は
臨
時
休
館
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◇
問
合
せ　

文
化
財
セ
ン
タ
ー

【
木
原
健
康
農
園
】

・
区
画
数　

８８
区
画
（
一
区
画
２０

㎡
、
水
道
・
駐
車
場
付
）

【
信
太（
南
原
）健
康
農
園
】

・
区
画
数　

１
５
５
区
画
（
一
区

画
２０
㎡
、
水
道
・
駐
車
場
付
）

◇
入
園
期
間　

平
成
２７
年
３
月
３１

日
ま
で

◇
入
園
料　

一
区
画
２
０
０
０
円

◇
受
付
期
間　

４
月
７
日（
月
）か
ら

◇
申
込
方
法　

役
場
経
済
課
に
て

申
込
書
を
記
入
の
う
え
、
入
園

料
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。（
村
外
の
方
も
可
）

※
前
年
度
に
入
園
さ
れ
て
い
る
方

が
優
先
の
た
め
、
木
原
は
残
り

６
区
画
、
信
太
は
残
り
４０
区
画

と
な
っ
て
い
ま
す
。

◇
問
合
せ　

役
場
経
済
課

花
い
っ
ぱ
い
運
動
コ
ン

ク
ー
ル
参
加
団
体
募
集

文
化
財
セ
ン
タ
ー
「
縄
文

体
験
の
日
」
の
お
知
ら
せ

お知らせお知らせお知らせ

美 浦 村 役 場

中 央 公 民 館

中央公民館図書室

文 化 財 セ ン タ ー

光と風の丘公園クラブハウス

保 健 セ ン タ ー

美浦水処理センター
（ 上 下 水 道 課 ）

大谷時計台児童館

木 原 城 山 児 童 館

大 谷 保 育 所

木 原 保 育 所

社 会 福 祉 協 議 会

老人福祉センター

デイサービスセンター

シルバー人材センター

美浦村ホームページアドレス
　　　http://www.vill.miho.lg.jp/

Ｅメール　info@vill.miho.lg.jp

☎８８５－０３４０

☎８８５－４４５１

☎８８５－８４４２

☎８８６－０２９１

☎８８５－６７１１

☎８８５－１８８９

☎８８５－０７２０
☎８８５－８８９９

☎８８５－０５９７

☎８８５－１０６４

☎８８５－１５４９

☎８８５－４４８８

☎８８５－００３８

☎８８５－７０８０

☎８８５－８８８５

☎８８６－０００７

村
指
定
金
融
機
関
が
２

行
交
替
制
に
な
り
ま
す

平
成
２６
年
度
健
康
農

園
入
園
者
募
集

第１８回 木原城山まつり

４月１３日（日）４月１３日（日）
午前１０時～午後３時
木原城址城山公園
午前１０時～午後３時
木原城址城山公園

木原城山まつりでは「ゴミ持ち帰り運動」を推進し
ています。また、安全確保のために会場へのカンお
よびビン類の持ち込みは、禁止させていただきます。
ご来場の皆様のご理解・ご協力をお願いします。

中央公民館・文化財センター休館日中央公民館・文化財センター休館日
　毎週月曜日・祝日・年末年始（１２月２７日～１月５日）、
　振替休日等：４月２９日㈫・５月６日㈫・７月２２日㈫・
　９月１６日㈫・１０月１２日㈰・１０月１４日㈫・１１月４日㈫・
　１１月２５日㈫・１月１３日㈫

　毎週月曜日・祝日・年末年始（１２月２７日～１月５日）、
　振替休日等：４月２９日㈫・５月６日㈫・７月２２日㈫・
　９月１６日㈫・１０月１２日㈰・１０月１４日㈫・１１月４日㈫・
　１１月２５日㈫・１月１３日㈫

平成２６年度

※祝日・振替休日が月曜の場合、原則その翌日が休館となります。
※文化財センターは、５月３日（土）・１０月１２日（日）は開館します
　が、５月３日（土）の振替で５月７日（水）は休館します。
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環
境
放
射
線
測
定
体
制

の
見
直
し
に
つ
い
て

犬
の
登
録
・
狂
犬
病
予
防
注

射
済
票
交
付
業
務
を
委
託

県
南
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

一
時
移
転
の
お
知
ら
せ

　

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事

故
か
ら
３
年
が
経
過
し
、
本
村
の

除
染
事
業
も
終
了
し
ま
し
た
。
村

は
事
故
後
の
１０
月
よ
り
空
間
放
射

線
量
率
を
測
定
し
、
結
果
の
公
表

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
測

定
結
果
は
ほ
ぼ
事
故
前
の
数
値
と

な
り
、
安
定
し
た
状
態
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
が
村
中
央
公
民
館
敷

地
内
に
設
置
し
た
「
可
搬
型
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
」
の
測
定
結
果

が
１０
分
毎
に
原
子
力
規
制
委
員
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
更
新
さ
れ
、

誰
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（「
原
子
力
規
制
委
員
会
・
放
射
線

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
情
報
」h

ttp
://rad

io
activ

ity
.n
sr.g
o
.jp
/m
ap
/ja/

）

　

そ
こ
で
、
村
は
左
記
の
と
お
り

環
境
放
射
線
測
定
体
制
の
見
直
し

を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
ま

し
た
。
ご
理
解
の
程
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◇
測
定
体
制

　

〈
３
月
ま
で
〉小
中
学
校
・
幼
稚

園
・
保
育
所
・
児
童
館
等
の
子

ど
も
関
連
施
設
に
て
毎
月
１
回
、

　

役
場
駐
車
場
で
毎
週
１
回
測
定
。

　

〈
変
更
後
〉子
ど
も
関
連
施
設
、

　

役
場
と
も
に
毎
月
１
回
測
定
。

◇
公
表
方
法

　

〈
３
月
ま
で
〉広
報
み
ほ
・
村
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
最
新
デ
ー

タ
を
公
表
。
役
場
で
の
測
定
結

果
は
村
内
１３
施
設
で
も
掲
示
。

　

〈
変
更
後
〉
広
報
み
ほ
・
村
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
公
表
。

◇
問
合
せ　

役
場
生
活
環
境
課

　

こ
れ
ま
で
、
動
物
病
院
で
狂
犬

病
予
防
注
射
を
受
け
た
場
合
は
、

飼
い
主
の
方
に
は
予
防
注
射
済
み

で
あ
る
こ
と
を
役
場
生
活
環
境
課

ま
で
届
け
出
て
い
た
だ
く
必
要
が

あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
村
で
は
、
飼
い
主
の
方

の
利
便
性
向
上
の
た
め
、
こ
の
た

び
市
川
ど
う
ぶ
つ
病
院
と
狂
犬
病

予
防
事
務
に
つ
い
て
業
務
委
託
契

約
を
結
び
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

市
川
ど
う
ぶ
つ
病
院
に
て
狂
犬
病

予
防
注
射
か
ら
注
射
済
票
の
交
付
、

犬
の
登
録
等
の
手
続
き
が
一
括
で

行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

◎
市
川
ど
う
ぶ
つ
病
院
（
美
浦
村

受
領
１
５
４
７

－

３
）
☎
０
２

９

－

８
９
１

－

７
１
２
３

※
事
務
円
滑
化
の
た
め
、「
狂
犬
病

予
防
注
射
の
実
施
に
つ
い
て
」

の
ハ
ガ
キ
を
動
物
病
院
へ
お
持

ち
く
だ
さ
い
。
な
お
、
役
場
と

の
連
絡
が
必
要
な
場
合
、
役
場

閉
庁
日
に
あ
た
る
日
の
新
規
登

録
は
動
物
病
院
で
お
受
け
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ　

役
場
生
活
環
境
課

　

好
文
亭
梅
朝
さ
ん
に
よ
る
落
語

講
座
で
す
。
江
戸
時
代
に
始
ま
っ

た
落
語
は
現
代
に
も
通
じ
る
素
晴

ら
し
い
話
芸
で
す
。
落
語
に
ま
つ

わ
る
お
話
を
通
し
て
落
語
に
親
し

み
ま
し
ょ
う
。
今
回
は
落
語
の
創

作
性
を
テ
ー
マ
に
、
落
語
「
井
戸

の
茶
碗
」
と
「
ぞ
ろ
ぞ
ろ
」
を
解

説
付
き
で
披
露
し
ま
す
（
予
約
不

要
。
聴
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
当

日
文
化
財
セ
ン
タ
ー
に
お
越
し
く

だ
さ
い
）。

◇
日
時　

５
月
１１
日（
日
）午
後
１

時
３０
分
〜
３
時
３０
分

◇
会
場
・
問
合
せ　

文
化
財
セ
ン

タ
ー

　

平
成
２６
年
４
月
か
ら
平
成
２７
年

３
月
ま
で
の
１
年
間
、
ウ
ラ
ラ
１

ビ
ル
に
お
い
て
土
浦
市
役
所
移
転

に
係
る
大
規
模
改
修
工
事
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
期
間
、
貸

館
業
務
は
休
止
し
、
講
座
・
講
演

会
等
の
主
催
事
業
は
土
浦
・
取
手

・
牛
久
・
つ
く
ば
市
と
連
携
を
と

り
開
催
し
ま
す
。

　

な
お
、
県
南
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
の
事
務
所
は
次
の
と
お
り
移
転

し
ま
す
。

◇
移
転
先
住
所
等

・
住
所

：

〒
３
０
０

－

０
０
３
６

土
浦
市
大
和
町
９

－

３
ウ
ラ
ラ

３
ビ
ル
７
Ｆ

・
電
話

：

０
２
９

－

８
２
６

－

１

１
０
１
（
学
習
相
談
専
用
電
話

は
☎
０
２
９

－

８
２
６

－

１
７

２
２
）

・
Ｆ
Ａ
Ｘ

：

０
２
９

－

８
２
６

－

１
７
２
８

・E
-m
a
il

：in
fo
@
k
en
n
an
.g
ak

　

u
sy
u
.ib
k
.ed
.jp

◇
受
験
資
格

＊
警
察
官
Ａ

　

昭
和
６０
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
、
学
校
教
育
法
に

よ
る
大
学（
短
期
大
学
を
除
く
）

を
卒
業
し
た
人
も
し
く
は
平
成

２７
年
３
月
３１
日
ま
で
に
卒
業
見

込
み
の
人
ま
た
は
人
事
委
員
会

が
こ
れ
と
同
等
と
認
め
る
人

＊
警
察
官
Ｂ

　

昭
和
５９
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

８
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
で
、
警
察
官
Ａ
の
受
験
資

格
（
学
歴
部
分
）
に
該
当
し
な

い
人
（
平
成
２６
年
１０
月
１
日
か

ら
勤
務
可
能
な
人
に
限
る
）

【
共
通
事
項
】

◇
受
付
期
間

＊
郵
便
・
持
参

：

４
月
１５
日（
火
）

ま
で（
消
印
有
効
）

＊
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

：

４
月
１４
日

（
月
）午
後
５
時
ま
で（
受
信
有
効
）

◇
第
一
次
試
験　

５
月
１１
日（
日
）

◇
問
合
せ　

稲
敷
警
察
署
警
務
課

☎
０
２
９

－

８
９
３

－

０
１
１

０
、
採
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

：

０
１
２
０

－

３
１
４
０
５
８

　

事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

◇
期
日　

４
月
１９
日（
土
）午
後
１

　

時
〜
４
時

◇
会
場　

江
戸
崎
公
民
館（
稲
敷
市
）

◇
内
容　

相
続
・
遺
言
、
営
業
許

　

可
・
法
人
設
立
、
農
地
法
、
国

　

・
公
有
地
の
払
下
げ
、
国
籍
・

　

帰
化
等

◇
問
合
せ　

茨
城
県
行
政
書
士
会

　

県
南
支
部
☎
０
２
９
９

－

２
６

　

－

２
７
５
６

第
６
回
梅
朝
基
礎
落
語

警
察
官
採
用
試
験（
第
一
回
）

行
政
書
士
無
料
相
談
会
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む ら の 家 計 簿む ら の 家 計 簿

平成２６年度予算概要

民生費
１６億１，７８９万７千円
（３０．５％）

教育費
８億５，６５６万４千円
（１６．１％）

総務費
６億８，４２２万１千円
（１２．９％）

衛生費
　５億５，２７２万６千円

（１０．４％）

土木費
　４億７９万５千円

（７．５％）

消防費
　３億２，７５６万５千円

（６．２％）

公債費
　４億４，８６１万８千円

（８．４％）

農林水産業費
２億８，２５０万６千円

（５．３％）

議会費
１億１，５３６万９千円

（２．２％）

その他
　商工費　２，０７３万６千円（０．４％）
　予備費　　　　　５００万円（０．１％）
　災害復旧費　　　３千円

多
重
債
務
相
談
の
窓
口

を
開
設
し
て
い
ま
す

自
動
車
税
の
納
税
に
つ
い
て

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
募
集

自
衛
官
募
集

　

国
土
交
通
省
は
、
河
川
を
や
さ

し
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
る
河
川
愛

護
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

◇
期
間　

７
月
１
日
〜
平
成
２８
年

６
月
３０
日

◇
応
募
資
格　

霞
ケ
浦
付
近
に
お

住
ま
い
の
満
２０
歳
以
上
の
方

◇
謝
礼　

実
費
程
度

◇
応
募
期
間　

４
月
１
日（
火
）〜

５
月
１４
日（
水
）午
後
５
時
必
着

※
応
募
者
の
個
人
情
報
は
当
目
的

以
外
に
は
使
用
い
た
し
ま
せ
ん
。

ま
た
、
選
考
終
了
後
の
処
分
は

厳
重
に
行
い
ま
す
。

◇
問
合
せ　

国
土
交
通
省
霞
ヶ
浦

河
川
事
務
所
占
用
調
整
課
☎
０

２
９
９

－

６
３

－

２
４
１
９

＊
霞
ヶ
浦
河
川
事
務
所
ホ
ー
ム
ペ

　

ー
ジ　

h
ttp
://w
w
w
.k
tr.m
lit.

　

g
o
.jp
/k
asu
m
i/

　

自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日

現
在
で
自
動
車
の
所
有
者
（
割
賦

販
売
契
約
の
場
合
は
使
用
車
）
と

し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
方
に
課
税

さ
れ
ま
す
。
納
税
通
知
書
が
届
き

ま
し
た
ら
、
納
期
限
の
６
月
２
日

（
月
）ま
で
に
、
お
近
く
の
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
金
融
機
関
、

郵
便
局
ま
た
は
県
税
務
事
務
所
窓

口
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
納
付

で
き
る
場
所
は
納
税
通
知
書
裏
面

に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「p
ay
-easy

（
ペ
イ
ジ
ー
）」で
の
納

付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
県
税
事

務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ　

茨
城
県
土
浦
県
税
事

務
所
収
税
第
三
課
☎
０
２
９

－

８
２
２

－

７
２
３
０

【
自
衛
隊
幹
部
候
補
生
】

▼
一
般
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

◇
受
験
資
格　

〔
大
卒
程
度
試
験
〕
平
成
２７
年
４

月
１
日
現
在
、
２２
歳
以
上
２６
歳

未
満
の
者
（
２０
歳
以
上
２２
歳
未

　

満
の
者
は
学
校
教
育
法
（
短
期

大
学
を
除
く
）
に
基
づ
く
大
学

を
卒
業
し
た
者〔
見
込
み
含
む
〕、

修
士
課
程
修
了
者
等
〔
見
込
み

含
む
〕
は
２８
歳
未
満
）

〔
院
卒
者
試
験
〕
平
成
２７
年
４
月

１
日
現
在
、
修
士
課
程
修
了
者

等（
見
込
み
含
む
）で
、
２０
歳
以

上
２８
歳
未
満
の
者

◇
受
付
期
間　

４
月
２５
日（
金
）ま
で

◇
試
験
日

･
第
一
次
試
験　

５
月
１０
日（
土
）

お
よ
び
１１
日（
日
）※
１１
日
は
飛

行
要
員
希
望
者
の
み

･
第
二
次
試
験　

６
月
１０
日（
火
）

　

〜
１３
日（
金
）の
う
ち
指
定
す
る
日

▼
歯
科
・
薬
剤
・
・
・
・
・
・
・

◇
受
験
資
格　

〔
歯
科
幹
部
候
補
生
〕
平
成
２７
年

４
月
１
日
現
在
、
２０
歳
以
上
３０

歳
未
満
で
学
校
教
育
法
に
基
づ

く
大
学（
短
期
大
学
を
除
く
）に

お
い
て
正
規
の
歯
科
の
課
程
を

修
め
て
卒
業
し
た
者
（
見
込
み

含
む
）

〔
薬
剤
科
幹
部
候
補
生
〕
平
成
２７

年
４
月
１
日
現
在
、
２０
歳
以
上

２８
歳
未
満
で
、
学
校
教
育
法
に

基
づ
く
大
学
に
お
い
て
正
規
の

薬
学
の
課
程
（
６
年
制
の
課
程

に
限
る
）
を
修
め
て
卒
業
し
た

者（
見
込
み
含
む
）

◇
受
付
期
間　

４
月
２５
日（
金
）ま
で

◇
試
験
日

･
第
一
次
試
験　

５
月
１０
日（
土
）

･
第
二
次
試
験　

６
月
１０
日（
火
）

　

〜
１３
日（
金
）の
う
ち
指
定
す
る
日

【
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）
】

◇
受
験
資
格　

１８
歳
以
上
２７
歳
未

満
の
男
子

◇
受
付
期
間　

年
間
を
通
じ
て
行

　

っ
て
い
ま
す
。

◇
試
験
日　

受
付
時
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

《
共
通
事
項
》

◇
試
験
会
場　

別
途
各
人
に
通
知

し
ま
す
。

◇
問
合
せ　

自
衛
隊
茨
城
地
方
協

力
本
部
龍
ヶ
崎
地
域
事
務
所
☎

０
２
９
７

－

６
４

－

３
３
５
１

＊
自
衛
隊
茨
城
地
方
協
力
本
部
ホ

　

ー
ム
ペ
ー
ジ　

h
ttp://w

w
w
.m

　

o
d
.g
o
.jp
/p
co
/ib
arak
i/

　

水
戸
財
務
事
務
所
で
は
、
多
重

債
務
相
談
の
窓
口
を
開
設
し
て
い

ま
す
。
借
金
の
返
済
で
お
困
り
の

方
、
お
電
話
く
だ
さ
い
。
相
談
無

料
。
秘
密
は
守
り
ま
す
。

◇
連
絡
先　

財
務
省
関
東
財
務
局

水
戸
財
務
事
務
所
多
重
債
務
相

談
窓
口

・
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

：

☎
０
２
９

－

２
２
１

－

３
１
９
０
（
平
日
午

前
８
時
３０
分
〜
正
午
、
午
後
１

時
〜
４
時
３０
分
）

（２月１日～２８日）

２月２８日現在死者ゼロ継続１，２３４日

発生件数

負傷者数

死者数

８

１０

０

年累計
（　　９　）

（　１１　）

（　　０　）

村の交通事故発生状況村の交通事故発生状況

◇使用機器
　学校：クリアパルス　Ａ２７００
　役場：堀場製作所　ＰＡ―１００
◇測定放射線　γ線

（単位：μＳｖ/ｈ）

木原小学校

測定日３月１０日

測定日３月１０日

測定日３月１０日

測定日３月１０日

測定日３月２０日

安中小学校

大谷小学校

美浦中学校

美浦村役場

校庭（地上高５０㎝）

校舎内

０．０８９

０．０７２

０．１１１

０．０６６

０．０９９

０．０６５

０．１２２

０．０９７

校庭（地上高５０㎝）

校舎内

校庭（地上高５０㎝）

校舎内

校庭（地上高１ｍ）

校舎内

駐車場（地上高１ｍ）

庁舎内

０．１２

０．０９

村内小・中学校、
　美浦村役場の放射線量率
村内小・中学校、
　美浦村役場の放射線量率
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住
民
課
で
は
、
窓
口
時
間
の
延

長
や
電
話
予
約
に
よ
る
証
明
書
等

の
発
行
を
行
っ
て
い
ま
す
。
通
常

の
業
務
内
容
と
は
異
な
り
ま
す
の

で
、
ご
利
用
の
際
は
電
話
等
で
事

前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◎
住
民
課
窓
口
延
長
サ
ー
ビ
ス

◇
４
月
の
実
施
日　

４
月
９
日
・

２３
日
（
毎
月
第
２
・
４
水
曜
日

〔
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
〕に

実
施
し
て
い
ま
す
）

◇
実
施
時
間　

午
後
５
時
１５
分
〜

午
後
７
時

◇
取
扱
業
務　

各
種
証
明
書
（
住

民
票
・
戸
籍
の
証
明
書
・
印
鑑

登
録
証
明
書
）
の
発
行
、
印
鑑

登
録
、
パ
ス
ポ
ー
ト
の
交
付
、

戸
籍
届
書
の
預
か
り
（
審
査
・

受
理
決
定
は
後
日
）

＊
転
入
・
転
出
・
転
居
等
の
住
民

登
録
業
務
は
取
扱
い
で
き
ま
せ

ん
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

住
民
票
の
写
し
と
印
鑑
登
録
証

明
書
は
、
事
前
に
平
日
の
午
前

８
時
３０
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

に
電
話
予
約
し
た
も
の
を
、
土

日
・
祝
日
の
役
場
閉
庁
時
に
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ご

予
約
の
際
は
必
ず
、
証
明
書
を

受
け
取
り
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
方

が
直
接
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　
　

・
・
・
・
・
・
・
・
・

◇
問
合
せ　

役
場
住
民
課

〔
社
会
福
祉
協
議
会
へ
〕

○
中
野
久
永
様（
郷
中
）　

古
切
手

○
匿
名
希
望（
３
件
）　

タ
オ
ル
・

介
護
用
品（
紙
お
む
つ
）・
使
用

済
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド

〔
善
意
銀
行
へ
〕

○
ふ
き
の
と
う
様（
茂
呂
）よ
り
、

　

２
万
円

○
民
生
委
員
一
同
様
よ
り
、
４
万

１
４
０
０
円

○
自
然
観
察
会
一
同
様（
受
領
）よ

り
、
５
５
７
０
円

〔
東
日
本
大
震
災
義
援
金
へ
〕

○
木
村
ギ
タ
ー
音
楽
院
・
木
村
義

輝
、
木
村
音
楽
事
務
所
・
木
村

大
様
よ
り
、
３
万
７
４
８
９
円

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
日
住
民
課
窓
口
に

来
ら
れ
な
い
方
へ

４月

１０月

第１期 第１期 ４月３０日㈬

５月 全　期 ６月２日㈪

６月 第１期 第２期 ６月３０日㈪

７月 第２期 第１期 第１期 ７月３１日㈭

８月 第２期 第３期 第２期 第２期 ９月１日㈪

９月 第３期 第３期

第３期 第４期 第４期 第４期

９月３０日㈫

１月 第４期 第７期 第７期 ２月２日㈪

１０月３１日㈮

１１月 第５期 第５期１２月１日㈪

１２月

２月 第４期 第６期 第８期 第８期 ３月２日㈪

３月

第３期 第５期 第６期 第６期１２月２５日㈭

納付期限村県民税 固定資産税 軽自動車税 介護保険料 後期高齢者
医療保険料

国民健康
保 険 税

※年度により、納付期限は変更となる場合があります。納税通知書、
　納付書でのご確認をお願いします。
※納付期限・期別数等は、市区町村により異なります。

◎平成２６年度税目別納期一覧 ◇問合せ　役場収納課

　

善　
　

意

教育相談

＊相談日以外は留守番電話又はＦＡＸで

事前連絡のうえお出かけください

日時 毎週水・木曜日
（電話受付　火～金）
午前９：００～１２：００
午後１：００～３：３０

電話相談 ☎・　８８５－７７８８ＦＡＸ

弁護士による法律相談

＊事前に申込みをされていない方は、
　お待ちいただく場合があります。

心配ごと相談

会場・申込先
　老人福祉センター☎８８５－７０８０
主　　催　美浦村社会福祉協議会

日時 ５月７日（水）・１９日（月）
午後１：００～３：００

＊５月１日（木）午前８：３０より申込受付

日時 ５月２８日（水）
午後１：３０～４：００

障がい者相談

行政相談

国の仕事のこと等で困ったときは
ご相談ください（予約不要）

身体・知的障がい者やご家族の悩み事等
何でもご相談に応じます（予約不要）

日時

場所

４月２４日（木）
午前１０：００～１２：００
役場１階住民相談室

日時

場所

４月２１日（月）
午後１：００～３：００
老人福祉センター

来所相談 光と風の丘公園クラブハウス

問合せ先　役場福祉介護課

４月の納税

固 定 資 産 税

国民健康保険税

（１期）

（１期）

＊納期限は４月３０日（水）です。

◎
住
民
票
の
写
し
・
印
鑑
登
録
証

明
書
の
休
日
交
付
（
電
話
予
約

制
）



中央公民館では、平成２６年度も「みほ文化講座」の
受講生を募集します。今年度は、次の１９講座を用意
し皆さんの参加をお待ちしています。

◇申込期間　４月４日（金）～１５日（火）
　　　　　　午前９時～午後５時（月曜日は休館）
◇受講対象　初心者の方　＊同一講座の受講は２年まで
◇問合せ　生涯学習課（中央公民館内）☎８８５－４４５１

文化講座案内

※受講希望者が５人に満たない講座は開講しません。また、内容については全て予定ですので予告なく変更
　する場合があります。
※各講座の内容および開催場所、受講料、申込方法などの詳細については、４月１日（火）の新聞折込チラシ
　をご覧いただくか、生涯学習課にお問い合わせください。

手作りのお雛さま
　　　　上手にできたよ！！
　　　　　　　　　( 大谷保育所にて )

２０回

２０回

１５名

１５名

５月１７日（土）

６月３日（火）

講　　座　　名 開講日 開催曜日・時間 回数 募集人数

着付け 第１・３土曜日１３：３０～１５：３０

第１・３火曜日１０：００～１２：００いけ花・小原流

２０回

２０回

１５名

１５名

５月２１日（水）

５月９日（金）

（夜間）いけばな・龍生派 第１・３水曜日１９：００～２０：３０

第２・４金曜日１０：００～１２：３０裏千家茶道

２０回

２０回

１５名

１５名

５月１４日（水）

６月３日（火）

（夜間）透明水彩画 第２・４水曜日１８：００～２０：００

第１・３火曜日０９：３０～１１：３０絵てがみ

２０回

２０回

１５名

１５名

５月１５日（木）

５月１０日（土）

トール・ペイント 第１・３木曜日１０：００～１２：３０

第２・４土曜日１３：３０～１７：３０レカン（花の宝石箱）

２０回

２０回

１５名

１５名

５月１７日（土）

６月１４日（土）

美浦焼きを始めよう！ 第３・４土曜日０９：３０～１５：００

第２・４土曜日１３：００～１４：３０こどもの絵画・工作教室

２０回

１０回

２０名

２０名

５月２９日（木）

５月１６日（金）

フォークダンス 木曜日１０：００～１２：００

第１・３金曜日１１：００～１２：４５

１０回

２０回

１５名

１５名

５月１１日（日）

５月１７日（土）

二八（にはち）手打ちそば 第２日曜日０９：００～１３：００

第１・３土曜日１８：３０～２０：３０（夜間）英会話　入門基礎編

２０回

１０回

１５名

２０名

５月２２日（木）

５月３０日（金）

健康かんたん尺八 第２・４木曜日１３：３０～１５：００

第２・４金曜日１０：００～１１：３０初めてのオカリナ

２回

３回

１５名

１５名

７月２３日（水）

６月８日（日）

水曜日０９：３０～１０：３０

日曜日１０：００～１２：００自分を輝かせる色

５回 １６名６月５日（木）韓国語 第１・３木曜日１３：００～１５：００

短期短期

短期短期

短期短期

ビューティーＵＰ！ピラティス＆ヨガ

初めてのやさしく楽しいフラメンコ

新

新

新

新

〈平成２６年３月１日現在の人口と世帯数〉 男８,６３５　女８,２３８　計１６,８７３（前月比－１７）世帯数６,８１７（前月比－１）

広報みほ（№６２５・平成２６年４月号）
 ■編集・発行／美浦村役場　〒３００－０４９２ 茨城県稲敷郡美浦村受領１５１５　ＴＥＬ０２９（８８５）０３４０　ＦＡＸ （８８５）４９５３

しています。
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